
ラグビーワールドカップの開催に続いて来年の東京オリンピック・パラリンピック、
２０２５年の大阪・関西万博と国家的イベントを控えるわが国は海外からの注目が一段と高まっている。
こうした中、日本の都市は今後どうあるべきか。
グローバル化や多様性、先端産業の成長、地方との共存、
エリアマネジメントの必要性など、多方面から都市の価値創造に迫る。
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都市と地方
未来志向のまちづくり

ラグビーワールドカップの開催に続いて
来年の東京オリンピック・パラリンピック、
2025年の大阪・関西万博と
国家的イベントを控えるわが国は
海外からの注目が一段と高まっている。
こうした中、日本の都市は今後どうあるべきか。
グローバル化や多様性、
先端産業の成長、地方との共存、
エリアマネジメントの必要性など、
多方面から都市の価値創造に迫る。



1

�

Future�
of �

Real Estate

�

NO.114

　
令
和
時
代
に
入
り
、わ
が
国
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
続
き
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、2
0
2
5
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
と
い
っ
た
国
家
的

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、世
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、A
I
・

Io
T
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
飛
躍
的
な
発
達
、価
値
観
の
多
様
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展
等
に
伴
い
、こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
速
さ
で
劇
的
に
変
化
し
、そ
れ
と
と
も
に
都
市

や
地
方
の
役
割
や
機
能
も
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、ま

ち
づ
く
り
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ま
ち
の
個
性
や
魅
力
を
創
出
し
て
い
く
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
重
要
性
や
、世
界
の
都
市
間
競
争
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
の

重
要
性
に
つ
い
て
、東
京
大
学
大
学
院
の
出
口
敦
教
授
と
、A
・
T
・
カ
ー
ニ
ー
日
本

法
人
会
長
の
梅
澤
高
明
氏
が
語
り
合
っ
た
。

都
市
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
こ
そ

重
要
な
時
代
に

ग़
口　
「
都
市
」
と
は
本
来
、
機
能
や
景
観

を
ؚ
め
て
人
が
デ
β
イ
ン
し
、
地
域
社
会

で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ

の
ݻ
༗
の
価

や
魅
力
が
創
ら
れ
て
い
く

も
の
で
す
。
近
年
、
都
市
を
つ
く
る
こ
と

よ
り
も
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
価


を
向
上
さ
せ
て
い
く
ま
ち
ͮ
く
り
へ
と
都

市
計
画
の
考
え
方
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
と

ࢥ
い
ま
す
。
例
え
ば
、Society 5.0

※

の
考

え
方
に
基
ͮ
く
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
も
新
た

な
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー
に
目
が
い
き
が
ち
で
す

が
、
人
々
が
都
市
を
使
い
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
や
不
動
産
の
価

を
高
め
て

い
く
と
い
う
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強

く
指
向
し
た
取
り
組
み
と
も
ݴ
え
ま
す
。

ക
ᖒ　

ࢲ
は
建
築
、デ
β
イ
ン
、ス
ポ
ー
ツ
、

メ
デ
ィ
ア
、
๏

な
ど
分
野
ԣ
断
の
ઐ


家
チ
ー
ム
、「N

EX
T
O
K
Y
O

」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
リ
ー
ド
し
て
、
東
京
の
将
来
૾
を

提
ࣔ
し
て
き
ま
し
た
。
ࢲ
た
ち
も
都
市
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、
ま
ち
͝
と
の
個
性
の

先
Ӷ
化
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
ະ
来
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な

マネ
ジ
メ
ン
ト
が
創
る

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
　

梅澤 高明 （うめざわ・たかあき）
"�5�Χʔχʔຊ๏ਓձ／φΠτλΠϜΤίϊϛʔਪਐٞڠձཧࣄ

東京大学法学部卒、MIT経営学修士。日米で20年以上にわたり、戦略・
イノベーション・マーケティング・組織関連のテーマでコンサルティングを実
施。クールジャパン機構社外取締役、一橋ICS（大学院国際企業戦略
専攻）特任教授、テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」コメンテーター。
クールジャパン、知財、インバウンド観光などのテーマで政府委員会の委
員を務める。

「NEXTOKYO Project」を主宰し、東京の将来ビジョン・特区構想を産
業界・政府に提言。著書に「NEXTOKYO」（共著、2017年、日経BP
社）、「最強のシナリオプランニング」（2013年、東洋経済新報社）ほか。

出口 敦（でぐち・あつし）
౦ژେֶେֶӃ৽ྖҬՊֶڀݚՊ෭ڀݚՊɾڭतɺ૯ಛิࠤ

1984年東京大学工学部都市工学科卒。1990年同大学大学院博士課
程修了（工学博士）。東京大学助手、九州大学助教授、同大学教授を
経て、2011年より東京大学教授。専門は都市計画学、都市デザイン学。
著書に「Society 5.0　人間中心の超スマート社会」（編著、2018年、日
本経済新聞出版社）、「ストリートデザイン・マネジメント 公共空間を活用す
る制度・組織・プロセス」（編著、2019年、学芸出版社）など多数。柏の葉
アーバンデザインセンター（UDCK）センター長、一般社団法人UDCイニ
シアチブの代表理事などを務め、公・民・学連携の都市デザイン・マネジメン
トやスマートシティの実践と研究を進めている。

巻 頭 対 談

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 

副
研
究
科
長
・
教
授

出
口
敦 

氏

A
・
T
・
カ
ー
ニ
ー
日
本
法
人
会
長
　
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
推
進
協
議
会
理
事

梅
澤
高
明  

氏
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2

の
自
વ
に
近
い
集
མ
、
と
い
う
3
分
類
で

考
え
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

念
な
が
ら
、
い
ま
で
も
地
方
部

は
ス
プ
ロ
ー
ル
化
と
中
心
市
֗
地
の
空
ಎ

化
が
進
み
、
中
్
半

な
開
発
と
都
市
の

拡
張
が
国
土
の
魅
力
を
ݮ
じ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
豊
か
な
自
વ
の
中
で

ら
す
、

と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
な
か
な
か
実

現
で
き
ま
せ
ん
。
都
市
の
外
ԑ
部
を
自
વ

に

し
、
管
理
し
て
い
く
こ
と
で
多
様
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
る
し
、
観

光
資
源
と
し
て
の
地
域
の
価

を
高
め
ら

れ
ま
す
。

ग़
口　

都
市
計
画
も
国
土
計
画
も
メ
リ
ハ

リ
が
ඞ
要
で
し
Ỷ
う
。
超
高

ビ
ル
の
都

心
は
イ
ン
フ
ラ
の
キ
Ỿ
パ
シ
テ
ィ
に
配
慮

し
つ
つ
徹
底
し
た
土
地
の
高
度
利
用
、
߫

外
ॅ

地
は
徹
底
し
て
建
物
を
低
く
保
つ
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
一
方
、
東
京
や

地
方
の
将
来
を
考
え
る
と
、
都
心
に
ॅ
み
、

߫
外
で
働
く
と
い
う
ै
来
と
ٯ
転
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
広
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
グ
ー
グ
ル
の
エ
リ
ー

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

都
心
部
の
ϖ
ン
ト
ハ
ウ
ス
に
ॅ
ん
で
、
社

用
バ
ス
で
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
通
っ
て
い

ま
す
。
東
京
で
も
、
ौ
୩
に
ॅ
ん
で
二
ࢠ

ۄ
川
の
楽
ఱ
に
通
う
人
が
い
て
も
お
か
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
長
野
県
な
ど
の
自
વ
に

ғ
ま
れ
た
中
と
東
京
の
都
心
の
両
方
に
ॅ

み
働
く
と
い
っ
た
二
拠
点
ډ
ॅ
も
増
え
て

い
く
こ
と
で
し
Ỷ
う
。

自
動
運
転
と

都
市
の
価
値
観

ग़
口　

わ
が
国
の
不
動
産
の
価

は
、
一
般

に
駅
か
ら
ె
歩
Կ
分
と
い
う
よ
う
に
、
鉄

道
駅
を
起
点
と
し
た
基
準
で
決
ま
り
ま
す
。

近
い
将
来
、
自
動
運
転
車
な
ど
Ϟ
ビ
リ
テ
ィ

（
交
通
手
段
）
が
変
化
す
れ
ば
、
不
動
産
に

対
す
る
価

基
準
も
変
わ
る
で
し
Ỷ
う
。
駅

と
ॅ

地
の
間
を
自
動
運
転
バ
ス
が
周
回

す
る
と
な
れ
ば
、
駅
か
ら
ె
歩
Կ
分
と
い

う
基
準
で
は
計
れ
な
い
価

の
転

が
期

待
で
き
ま
す
。
駅
か
ら
離
れ
た
ॅ

地
で

あ
っ
て
も
、
豊
か
な
自
વ

ڥ
の
良
さ
を

ڗ
受
で
き
る
土
地
自
体
が
持
つ
本
来
の
魅

力
が

目
さ
れ
て
、
不
動
産
価

（
売
٫
価

格
）
が
上
ঢ
し
ま
す
。
そ
の
上
ঢ
分
を
無
料

自
動
運
転
バ
ス
の
運
営
コ
ス
ト
に
充
て
る
、

と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ക
ᖒ　

ࢲ
は
、
将
来
的
に
都
心
部
の
オ
フ
ィ

ス
需
要
は
変
化
す
る
と
ࢥ
っ
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
高
画
質
テ
レ
ビ

会
議
、
テ
レ
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
（
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
使
う
遠
隔
臨
場
ײ
）
に
よ
っ
て
、

通
ۈ
の
ඞ
要
性
は
ݮ
っ
て
い
き
ま
す
。
商

業
施
設
の
需
要
も
、
F
コ
マ
ー
ス
の
進
展

で
ݮ
っ
て
い
き
ま
す
。
映
画
館
も
、
バ
ー

チ
Ỿ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
発
達
で
集
客
力
を

ࣦ
う
か
も
知
れ
な
い
。
ٕ
ज़
進
化
や
働
き

方
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
受
け
て
、

ै
来
型
の
都
市
機
能
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

ݮ
少
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
中

東京の未来を考える上で、
重要な3つのテーマがあります。

1つはクリエイティブシティ、2つ目がテックシティ、
3つ目がフィットネスシティです。

その実現のためには、開発も大事ですが、
マネジメントこそが成否を左右します。
それぞれのまちが個性を生かして、
独自進化していくことが大事です。

3
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
1
つ
は
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ※

で
す
。
文
化
創
造
産

業
が
集
積
し
、
世
界
中
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ク
ラ
ス
を
ऒ
き
つ
け
る
都
市
で
す
。
2
つ

目
が
テ
ッ
ク
シ
テ
ィ
。
先

ٕ
ज़
産
業
が
集

積
し
、
様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
実
装
さ

れ
た
都
市
で
す
。
3
つ
目
が
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

シ
テ
ィ
。
݈
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ॅ

民
、
来
֗
者
が
ڗ
受
で
き
る
ま
ち
で
す
。
こ

う
し
た
都
市
૾
の
実
現
に
は
、
開
発
も
大
事

で
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
こ
そ
が
成
൱
を
左

右
し
ま
す
。
ま
た
東
京
は
、
ौ
୩
・
ݪ
॓
、

新
॓
、

ା
、

本
木
、
大
ؙ
༗
、
日
本
橋
、

ۜ
࠲
と
い
っ
た
ま
ち
の
集
合
体
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
個
性
を
生
か
し
て
、
ಠ

自
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

地
方
も
個
性
が

求
め
ら
れ
る
時
代
に

ग़
口　

近
年
、「
都
市
と
地
方
」
に
対
す
る

見
方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
都
市
と
地
方

を
対
立
構
造
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
৬
・

ॅ
そ
れ
ぞ
れ
の
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の

選

ࢶ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
背
景
に
は
、

I
C
T
の
発
展
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
が
あ

り
ま
す
。
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
選

ࢶ

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
新
た
な
地
域
間
競
૪

が
進
む
中
、
個
々
の
都
市
と
地
方
に
は
໌

確
な
個
性
と
、
そ
の
個
性
に
対
応
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ക
ᖒ　

大
都
市
、
地
方
都
市
、
そ
れ
以
外

˞ࢢɹӳࠃͷܭࢢըՈC�ϥϯυϦʔͳͲ͕ 提এ͠ ͨ֓೦ͰɺจԽܳज़ͱࡁܦۀ࢈ͱͷੑʹΜͩࢢΛ͢ࢦɻ
ɹ·ͨ ถࠃͷܭࢢըՈ3�ϑϩϦμࢢͷۀ࢈ΛϦʔυ Δ͢ͷ Λੑͨͬ࣋ ΫϦΤΠςΟϒΫϥεͱݺΕΔਓࡐ ͱͩ͠ ͨ
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の
設
計
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
デ
β
イ
ナ
ー

だ
か
ら
で
す
。

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
や
デ
β
イ

ナ
ー
な
ど
の
高
度
人
材
を
集
積
す
る
上
で
、

都
心
部
に
質
の
高
い
ڭ
ҭ
機
関
を
持
つ
こ

と
は
༗
効
で
す
。
ま
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ク
ラ
ス
を
ऒ
き
つ
け
る
上
で
、
文
化
・

芸
ज़
と
生
活
の
質
も
重
要
で
す
。
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
性
を
ڐ
容
し
、
24
時
間

楽
し
め
る
都
市
で
あ
る
こ
と
も
都
市
の
競

૪
力
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

ग़
口　

こ
れ
か
ら
の
都
市
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
は
、
デ
ー
タ
主
導
で
つ
く
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
デ
ー
タ
ۦ
動
型
社
会
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
人
々
の
移
動
や
ߪ

買
の
ཤ
歴
と
い
っ
た
デ
ー
タ
に
基
ͮ
い
て
、

地
域
ॅ
民
が
๊
え
る
՝
題
ղ
決
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
デ
ー
タ
ۦ
動

型
社
会
は
、
デ
ー
タ
自
体
を
高
度
に
活
用

で
き
な
い
と
実
現
し
ま
せ
ん
。
ॅ
民
の
移

動
、
݈
康
、
ॅ


ڥ
な
ど
の
不
動
産
の

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
հ
護
・
送

迎
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
人
の
移
動
デ
ー
タ
は
主
に

交
通
事
業
者
が
保
༗
し
て
お
り
、
デ
ー
タ

提
供
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
い
く
つ
も

の

し
い
՝
題
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の


は
、
成
長
ઓ
ུ
の
中
で

Society5.0
を
実
現
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

集
積
と
活
用
の
た
め
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
エ

で
、
こ
れ
か
ら
開
発
さ
れ
る
ま
ち
が
ど
う

や
っ
て
人
を
呼
び
込
む
の
か
は
ਅ

に
問

い
直
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ग़
口　

世
界
の
都
市
の
歴
史
を
見
る
と
、

都
市
の
機
能
は
中
世
以
来
の
交
易
・
商
業

か
ら
、
産
業
革
໋
以
降
の
近

は
工
業
・

も
の
ͮ
く
り
に
転

し
ま
し
た
。
ઓ
後
は

次
ୈ
に
工
場
や
も
の
ͮ
く
り
の
場
が
都
市

か
ら
転
出
し
始
め
ま
す
。
こ
の
変
化
に
い

ち
は
や
く
対
応
し
た
の
は
米
国
で
す
。
都

市
を
も
の
ͮ
く
り
の
場
で
は
な
く
、
人
が

集
ま
り
お
ࡇ
り
を
す
る
場
と
位
置

け
て
、

1
�
�
0
年

に
全
米
の
都
市
に
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
き
ま
し

た
。
展
ࣔ
会
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
で
人
を
呼
び
込
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現

の
都
市
は
ソ
フ
ト
の
魅
力
、

い
わ
ば
「
場
で
ա
͝
す
時
間
の
質
」
で
人

を
ऒ
き
つ
け
て
い
ま
す
。

I
C
T
と
都
市
、

デ
ー
タ
駆
動
型
社
会

ക
ᖒ　

都
市
の
最
大
の
機
能
は
、
人
材
を

集
め
る
こ
と
で
す
。
世
界
の
都
市
間
競
૪

は
、
ಥ
き
٧
め
れ
ば
高
度
人
材
の
֫
ಘ
競

૪
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
化
ử
知
ࣝ
産
業

化
が
進
行
す
る
と
、
人
材
֫
ಘ
競
૪
は
い

よ
い
よ
ܹ
化
し
ま
す
。
I
C
T
業
界
で
は
、

デ
ー
タ
を
分
ੳ
す
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
デ
β
イ
ナ
ー
の

需
要
が
伸
び
て
い
ま
す
。
全
産
業
が
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
中
で
、Ϣ
ー
β
ー
体
験
（
U
9
）

ネ
ル
Ϊ
ー
ফ
අ
、
人
の
移
動
、
݈
康
な
ど

の
デ
ー
タ
が
個
人
情
報
保
護
と
ൿ
ಗ
性
が

保
ো
さ
れ
る
し
っ
か
り
し
た

組
み
と
ٕ

ज़
の
下
で
組
み
合
わ
さ
り
、
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
地
域
՝
題
の
ղ
決
に
資

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
で
し
Ỷ
う
。

ക
ᖒ　

魅
力
的
な
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
れ
ば
、
人
材
も
企
業
も
世
界
か
ら
集

ま
り
ま
す
。
デ
ー
タ
を
公
共
ࡒ
と
し
て
定

ٛ
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
に
し
た
方

が
、
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
や
す
い

と
ࢥ
い
ま
す
。
ト
Ϥ
タ
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

特
ڐ
を
無
ঈ
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
大
企

業
は
知
ࡒ
や
デ
ー
タ
を
も
っ
と
開
放
し
て

社
会
全
体
で
の
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押

し
し
て
΄
し
い
で
す
ね
。

ग़
口　

一
人

ら
し
の
高
ྸ
者
の
方
の
έ

ア
に
対
し
て
も
、
行

だ
け
に

せ
る
の

で
な
く
、
近
所
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
（
共
ॿ
）

と
生
活
ཤ
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

έ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ॅ
み
׳
れ
た
ॅ

ま
い
に
ॅ
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
移
動
手
段
が
な
い
な
ど
、

本
当
に
ࠔ
っ
て
い
る
人
も
ॅ
み
׳
れ
た
ॅ

ま
い
で
生
き
生
き
と

ら
し
続
け
ら
れ
る

可
能
性
を
高
め
ら
れ
る
と
ࢥ
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
を
ؚ
め
、「
デ
ー

タ
ۦ
動
型
社
会
が
ど
う
し
た
ら
国
民
に
受

容
さ
れ
る
か
」
に
つ
い
て
も
っ
と
ݚ
ڀ
す

べ
き
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。
デ
ー
タ
の
価

、

所
༗
と
使
用
、
公
共
性
に
つ
い
て
の
議


を
ਂ
め
た
上
で
、
ඞ
要
な
๏
制
度
の
見
直

巻 頭 対 談

都市計画も国土計画もメリハリが必要でしょう。
超高層ビルの都心はインフラのキャパシティに
配慮しつつ徹底した土地の高度利用、
郊外住宅地は徹底して建物を低く保つ、

というイメージです。
一方、東京や地方の将来を考えると、

都心に住み、郊外で働くという従来と逆転した
ライフスタイルが広まるかもしれません。
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で
も
同
じ
で
す
。
国
੶
、
事
も
問
わ
な
い
。

あ
ま
ね
く
そ
う
い
う
場
が
あ
る
都
市
は
、

い
Ζ
い
Ζ
な
結
合
が
起
こ
っ
て
、
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
や
文
化
を
興
ོ
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
都
市
が
、
先

産
業
、
デ
ジ
タ

ル
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
ਅ
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
で
す
。

ग़
口　

文
化
・
芸
ज़
都
市
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
を
創
る
に
は
、
地
元
の
人
が
日

常
的
に
文
化
・
芸
ज़
を
楽
し
め
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
創
り
出
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

若
い
ࠒ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
短
期
間
ॅ
ん
だ
経

験
が
あ
り
ま
す
が
、
現
地
の
人
が
17
時
ま

で
に

事
を
ऴ
え
て
、
着
替
え
て
オ
ϖ
ラ

や
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
光
景
を
目
に
し
ま

し
た
。
日
常
的
に
一
日
を
2
サ
イ
ク
ル
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
日
常
的
に
Ի
楽
に
親
し

む
ௌ
ऺ
の
ࣖ
は
ચ
練
さ
れ
て
い
る
の
で
、

Ի
楽
家
も
成
長
し
ま
す
。
そ
の
Ի
楽
家
た

ち
が
地
元
の
ௌ
ऺ
だ
け
で
な
く
、
世
界
の

観
光
客
を
魅
ྃ
す
る
文
化
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
働
き
方
改
革
も
、
文

化
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
る
こ
と
を
目

標
に
す
べ
き
で
し
Ỷ
う
。
現
在
の
ニ
ュ
ー

Ϥ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
の

は
楽
し
い
し
、
安

心
し
て
ホ
テ
ル
や
自

に
帰
れ
る
。
一
方
、

日
本
は
公
共
交
通
が
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
に
対
応

し
て
い
ま
せ
ん
。
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
を
楽
し

む
基
盤
整
備
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

ക
ᖒ　
「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ϊ
ミ
ー
推
進

協
議
会
」
と
い
う
一
般
社
ஂ
๏
人
を
今
年

設
立
し
ま
し
た
。
観
光
ி
の
予
ࢉ
を
活
用

し
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
で
す
。

都
市
の
多
様
性
を
創
出
す
る

ക
ᖒ　

都
市
は
多
様
性
に
対
す
る

容
さ

を
備
え
る
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
。
؆
単
に
ݴ

え
ば
、
人
々
が
ଞ
人
の
行
動
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
気
に
し
な
い
、
ׯ
渉
し
な
い
こ

と
で
す
。

中
に
遊
ん
で
い
る
人
を
ഉ
আ

し
な
い
。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
「
ً
く

都
市
」
で
は
な
く
て
、
清

ซ
せ
ವ
む
よ

う
な
ま
ち
こ
そ
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ

テ
ィ
に
な
り
ಘ
る
の
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。

ग़
口　

ま
ち
は
「
外
に
開
く
」
こ
と
も
重

要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
都
市
開
発
は
、
ෑ

地
内
で
質
の
高
い
空
間
を
つ
く
る
こ
と
に

力
を

い
で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
魅

力
的
な
ス
ト
リ
ー
ト
が
観
光
客
で

わ
い
、

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
٭
光
を
ཋ
び
て

き
て
い
る
よ
う
に
、
ෑ
地
の
外
に
開
い
た

店
ฮ
や
オ
ー
プ
ン
ス
ϖ
ー
ス
を
創
り
出
し
、

し
て
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ϊ
ミ
ー
活
性

化
に
向
け
た
実
ূ
事
業
の
選
定
と
コ
ー
チ

ン
グ
を
民
間
人
チ
ー
ム
が
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
で

目
さ
れ
る
「
シ
テ
ィ
ポ
ッ
プ
」

（
1
�
7
0
～
80
年

の
、
都
会
的
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
た
日
本
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）
を
S
Q
P
U
J
G
Z
（
Ի
楽
配

信
サ
ー
ビ
ス
）
で
発
信
し
、
ौ
୩
の
多
様

な
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
バ
ー
を
巡
る
動
線
を
海

外
の
Ի
楽
フ
ァ
ン
向
け
に
作
る
と
か
、
日

本
各
地
の
お
ࡇ
り
の
訪
日
客
向
け
P
R
と

マ
ネ
タ
イ
ズ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ത
物
館
、
美
ज़
館
、
お
城
と
い
っ
た
Ϣ
ニ
ー

ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
活
用
も
大
事
で
す
。

ग़
口　

こ
れ
か
ら
の
都
市
は
、
豊
か
な
「
時

間
」
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
テ
ー
マ

に
な
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
空
間
を
創
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
そ
の
空
間
で
ど
ん
な
時

間
を
ա
͝
せ
る
か
。
飲
食
や
文
化
・
芸
ज़
、

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
可
ॲ
分
時
間
を
創
り

出
す
都
市
ͮ
く
り
で
す
。

ക
ᖒ　

時
間
市
場
の
開
発
は
重
要
な
視
点

で
す
。
訪
日
外
国
人
は
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー

に
不
ຬ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
Ի
楽
や
ԋ
ܶ

と
い
っ
た
文
化
産
業
の
観
点
で
も
、
ਂ


帯
は
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
の
ొ

ཽ

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
大
き
な
ܶ
場

は
、
ன
と
デ
ィ
ナ
ー
の
公
ԋ
は
メ
ジ
Ỿ
ー

な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
集
客
し
て
ݻ
定

අ
を
カ
バ
ー
す
る
ඞ
要
が
あ
り
ま
す
が
、

ਂ

帯
は
営
業
延
長
の
変
動
අ
を
カ
バ
ー

で
き
れ
ば
採
ࢉ
に
乗
る
の
で
ニ
ュ
ー
フ
ェ

現状では、建物空間を時間ごとに
複数用途化することは困難です。
建物のコンバージョンも、

建築基準法上の用途規制がハードルです。
用途規制のあり方を見直して
新たな時間市場を創ることで、
魅力的なまちができると思います。

活
力
の
॥

を
起
こ
す
΄
う
が
ま
ち
全
体

を
魅
力
的
に
し
て
い
き
ま
す
。
車
中
心
の

道
路
を
「
歩
行
者
に
開
く
」
こ
と
を
指
向

す
る
時

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
都
市
や

地
域
自
体
も
外
に
開
い
て
い
く
考
え
方
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

ക
ᖒ　

同
ײ
で
す
。
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ש
起
に
は
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
い
わ

れ
る
ۮ
વ
の
出
会
い
や
発
見
が
大
事
に
な

り
ま
す
。
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
は
現
実
の
空

間
で
し
か
な
か
な
か
起
き
ま
せ
ん
。
多
様
な

ク
ラ
ス
タ
ー
の
人
が
自
વ
に
交
わ
る
場
所
を

ど
う
つ
く
る
か
、
都
市
開
発
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
の
1
つ
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。
開
か
れ
て
い
る

場
だ
か
ら
、
い
Ζ
い
Ζ
な
人
が
す
れ
違
う
。

ࢲ
は
、
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ϊ
ミ
ー
を
重
視

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
の
1
つ
は
、
ア

フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
時
間
が
一
番
、
い
Ζ
い

Ζ
な
人
た
ち
が
໊

な
し
で
交
わ
れ
る
場
が

あ
る
か
ら
で
す
。
世
界
中
、
ど
こ
の
都
市
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イ
ス
を
出
ԋ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
新


ँ
が
文
化
・
芸
ज़
を
発
展
さ

せ
て
い
く
。
わ
が
国
で
も
、
新
た
な
時
間

市
場
を
創
る
こ
と
で
、
芸
ज़
や
文
化
産
業

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間
市
場
創
出
の
た
め
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
規
制
改
革

ക
ᖒ　

現
ঢ়
で
は
、
建
物
空
間
を
時
間
͝
と

に
複
数
用
్
化
す
る
こ
と
は
ࠔ

で
す
。
建

物
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
、
建
築
基
準
๏
上

の
用
్
規
制
が
ハ
ー
ド
ル
で
す
。
用
్
規

制
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
新
た
な
時
間
市

場
を
創
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
ま
ち
が
で

き
る
と
ࢥ
い
ま
す
。
公
開
空
地
も
、
ආ


機
能
を
損
ね
な
い
形
で
あ
れ
ば
、
߃
常
的

な
利
用
が
認
め
ら
れ
て
΄
し
い
で
す
ね
。

ग़
口　

用
్
規
制
は
、
一
般
に
「
機
能
と

空
間
は
一
対
で
あ
る
」
と
い
う
近

都
市

計
画
の
考
え
方
に
基
ͮ
い
て
い
ま
す
。
日

ࡒ
源
確
保
を
担
保
す
る
B
I
%
の
よ
う
な


組
み
は
と
て
も
重
要
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。

ࡒ
源
確
保
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
制
度
的

に
強
化
で
き
な
い
で
し
Ỷ
う
か
ʁ

ग़
口　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ݪ
資
を

確
保
し
た
都
市
開
発
事
業
に
は
容
積


ボ
ー
ナ
ス
を

༩
す
る
と
い
っ
た
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
は
今
後
も
拡
充
し
ಘ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ま
ち
の
個
性
の
先
鋭
化
、

防
災
に
期
待

ക
ᖒ　

行

、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
方
々
に

は
、
ま
ち
の
個
性
の
先
Ӷ
化
に
ͥ
ひ
ト
ラ

イ
し
て
΄
し
い
。
例
え
ば
、
新
॓
二
ஸ
目

に
は
、
Ծ
設
の
店
ฮ
と
屋
外
の
空
き
地
に

テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
い
る
だ
け
な
の
に
外

国
人
で
ຬ
員
と
い
う
バ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
の
個
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

も
う
1
つ
の
要
望
は
、
大
規
模
再
開
発

に
あ
た
っ
て
、
地
主
だ
け
で
な
く
ま
ち
の

個
性
を
担
っ
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
に
も
目
を

向
け
て
΄
し
い
。
再
開
発
で
テ
ナ
ン
ト
が

ち
り
じ
り
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
魅
力
も

集
客
力
も
ࣦ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
個
性

あ
る
テ
ナ
ン
ト
に
対
し
、
Ծ
移
転
の
配
慮

や
賃
料
の
優
۰
に
よ
っ
て
、
ॡ
工
後
の
ま

ち
ͮ
く
り
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
う
。

　

再
開
発
エ
リ
ア
の
周
辺
部
で
ま
ち
の
個

性
を
担
っ
て
き
た

ฮ
店
が
、
再
開
発
に


う
賃
料
上
ঢ
で
移
転
を
余
ّ
な
く
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
個
店
を
੫
制
優
۰
な
ど
で
Ҿ
き
止
め

て
、
魅
力
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
を

す
な
ど
、

行

に
よ
る
新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

形
も
΄
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

ग़
口　

行

の
役
割
と
し
て
、

災
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。
先

日
の
台
風
15
߸
の
風
水
害
で
、
千
༿
県
や

伊
౾
諸
島
に
は
大
き
な
ඃ
害
が
出
て
い
ま

す
。
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
が
੬
弱
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
ࣝ
し
た
と
ࢥ
い
ま
す
。
電

線
の
地
中
化
や
山
ྛ
管
理
の
ඞ
要
性
を
強

く
認
ࣝ
し
ま
し
た
。

　

ಥ
発
災
害
に
対
し
て
イ
ン
フ
ラ
が
੬
弱

な
中
、
自
࣏
体
は
災
害
に
対
す
る
レ
ジ
リ

エ
ン
ス（
回
復
力
）と
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー（
冗

長
性
）
を
確
保
す
べ
き
で
す
。
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
は
、
備
え
て
ऴ
わ
り
で
は
な
く
、
発

災
時
の
復
چ
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
ま
た
、
電
力
や
物
資
を
ӌ
回

路
で
供
給
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
も
備
え
て
お
く
。

　

ま
た
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
力
を
入
れ

て
΄
し
い
と
ࢥ
い
ま
す
。
開
発
者
で
あ
り

不
動
産
の
所
༗
者
で
も
あ
る
と
い
う
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
の
業
ଶ
は
、
国
際
的
に
み
て
日

本
の
特
徴
だ
と
ࢥ
い
ま
す
。
地
域
の
価


向
上
が
企
業
価

の
向
上
に
繋
が
る
と
い

う
日
本
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
特
色
を
P
R

し
つ
つ
、
次
世

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
ま

ち
ͮ
く
り
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

巻 頭 対 談

文化・芸術都市、
クリエイティブシティを創るには、

地元の人が日常的に文化・芸術を楽しめる
ライフスタイルを創り出すことが大事です。
働き方改革も、文化的なライフスタイルを
創ることを目標にすべきでしょう。
現在のニューヨークやロンドンの夜は
楽しいし、安心してホテルに帰れます。

本
で
は
全
国
一

の
基
準
を
ෑ
い
て
、
安

全
・
安
心
な
生
活

ڥ
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
社
会
自

ら
が
考
え
る
ಠ
自
の
ま
ち
の
デ
β
イ
ン
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
創
り
出
す
個
性
に
こ
そ
価


創
出
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
規
制

改
革
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
福
岡

市
の
屋
台
で
す
。
ത
多
の
屋
台
は
、

6
時

に
な
る
と
歩
道
の
一
部
が
接
客
空
間
に
変

わ
っ
て
い
く
。
同
じ
空
間
を
一
日
の
う
ち
に

使
い
分
け
る
サ
イ
ク
ル
を
創
り
出
す

組
み

で
す
。
大
ؙ
༗
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も

地
域
の
魅
力
ͮ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
い
ま
や
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

地
域
に
根
ࠩ
し
た
ஂ
体
・
企
業
が
ま
ち
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
行

だ
け
で
は
な
か
な
か
実
現
で

き
な
い
こ
と
を
地
元
の
民
間
組
৫
が
手
が
け

て
い
ま
す
。

ക
ᖒ　

ࢲ
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
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ン
ト
業
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
が
中
心
だ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
の
݅
数
は
、
次
点
の
Է
売
業
や
製

造
業
、
খ
売
業
の
2
倍
以
上
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
集
積
地
へ
の
「
近
接
性
」
を
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
業
の
特
色
が
出
て
い
る
と
推

さ
れ
る

（
図
�
）。
ま
た
、
企
業
規
模
で
み
る
と
、
資
本

ۚ
が
1
ԯ
ԁ
以
下
の
中
খ
企
業
が
9
割
を
超

え
て
い
た
。

　

ア
ン
έ
ー
ト
調
査
で
は
、
企
業
が
拠
点
整
備

に
際
し
て
の
立
地
先
を
選
定
す
る
際
の

݅
も

ු
か
び
上
が
っ
て
い
る
（
複
数
回

）。
多
く

の
施
設
で
、
用
地
の
価
格
や
取
ಘ
方
๏
と
い
っ

1
�
4
7
社
（
༗
効
回

6
5
1
社
、
回
収


35
・
2
ˋ
）
を
ந
出
し
、
企
業
の
動
向
に
つ
い

て
調
べ
た
も
の
だ
（
調
査
期
間
⽅
2
0
1
�
年

5
月
15
日
～
2
0
1
�
年
6
月
30
日
）。

　

ア
ン
έ
ー
ト
調
査
で
は
、
ま
ず
事
業
所
・
施

設
の
新
設
や
増
設
、
移
転
（
拠
点
整
備
）
の
計

画
が
あ
る
か
調
査
し
た
。
計
画
が
あ
る
と
回


し
た
企
業
は
3
4
5
社
だ
っ
た
。
計
画
あ
り

と
し
た
企
業
の
う
ち
、
都
道

県
別
に
ީ
ิ
地

を
聞
い
た
と
こ
Ζ
（
複
数
回

）、
東
京
都
が

8
・
4
�
と
最
多
で
、
次
い
で
Ѫ
知
県
（
6
・

1
�
）
や
大
ࡕ

（
5
・
5
�
）
と
い
っ
た
大

都
市
ݍ
の
割
合
が
高
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

北
海
道
と
੩
岡
県
が
そ
れ
ぞ
れ
3
・
6
�
、

岡
山
、
宮
城
、
ಢ
木
、
܈
അ
、
ҵ
城
の
各
県

が
約
2
・
4
�
と
、
地
方
に
お
い
て
も
一
定

の
拠
点
整
備
の
需
要
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
た
。
な
お
、
拠
点
整
備
の
計
画
あ
り
と
し
た

企
業
3
4
5
社
に
、
整
備
を
予
定
し
て
い
る
施

設
の
種
類
と
、
そ
の
検
討
度
合
い
に
つ
い
て
、

聞
い
た
と
こ
Ζ
（
複
数
回

）、「
本
社
」「
支
社・

営
業
所
」「
工
場
」「
物
流
保
管
施
設
」
に
お

い
て
۩
体
的
な
計
画
が
あ
る
と
の
回

が
多
く

な
っ
た
（
図
1
）。
拠
点
整
備
の
ީ
ิ
地
に
つ

い
て
施
設
種
類
別
に
み
る
と
、「
本
社
」「
支
社・

営
業
所
」
に
つ
い
て
は
東
京
都
が
多
か
っ
た

が
、「
工
場
」は
東
京
都
に
は
少
な
く
、࡛
ۄ
県
、

Ѫ
知
県
、
੩
岡
県
等
で
目
立
っ
た
（
図
2
）。

　

な
お
、
本
社
の
移
転
に
関
し
、
ఇ
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
転
入
転
出
デ
ー
タ
に
基
ͮ
き
、

2
0
1
�
年
の
一
都
三
県
へ
の
転
入
動
向
を
み

て
み
る
と
、
転
入
先
の
多
く
は
東
京
都
（
77
ˋ
）

と
な
っ
た
。
業
種
別
に
見
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
最
も
多
く
（
32
ˋ
）、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

企業の拠点整備・立地動向
গࢠԽɾྸߴԽʹ͏ ਓݮޱগΛ͡ Ίͱ͠ ଓ࣋ͷมԽ͕ਐΉதͰɺߏձࣾࡁܦͨ

తͳࡁܦΛ࣮現͢Δͨ Ίʹɺજ在ͷҾ্͛ʹΑΔྗڧԽ͕ෆՄܽͰ͋

Γɺ̓ ఆతͳઃඋࢿଅਐ͕͔ܽͤͳ͍ɻϦʔϚϯγϣοΫҎ߱ɺ੍ؾຯͱͳͬ ͍ͯͨΘ

ͭͭ͑ݟ͕ɺճ෮ࢿͷઃඋࠃ͕ Δ͕͋ ɺઌ͖ߦʹෆಁ໌ײඬͬͯ ͍ΔɻҰ

ํɺάϩʔόϧԽɺۀاɾ࠶ۀࣄฤɺߏۀ࢈ͷมԽɺੜ͚ͨʹ্ੑ࢈ಇ͖ํվֵ

ͷਐలɺۀاΛͱΓ·͘ ڥ ʹมԽ͕ΈΒΕΔɻ͜ ͏͠ ͨதɺۀاͷઃඋࢿʹ͍ͭͯ

ϑΥʔΧεΛ͋ʹඋཱಈڌ ͯɺΞϯέʔτௐࠪΛ௨ͯ͡ ୳ͬͨ ɻ

た
「
コ
ス
ト
」
を
最
重
視
し
て
い
る
が
、
次

い
で
「
ফ
අ
地
ま
で
の
距
離
」「
競
合
ଞ
社

の
立
地
ঢ়
گ
」「
ಘ
意
先
・

入
先
の
立
地
ঢ়

گ
」「
既
存
自
社
施
設
と
の
近
接
性
」
と
い
っ

た
「
近
接
性
」
を
重
視
し
て
お
り
、特
に
「
店

ฮ
」
で
は
「
近
接
性
」
が
最
重
視
さ
れ
て
い
る

（
図
�
）。

拠
点
整
備
の
ニ
ー
ズ
は

業
務
効

化
・
生
産
性
向
上

　

拠
点
整
備
を
行
う
理
由
に
つ
い
て
は
（
複

数
回

）、「
事
業
再
ฤ
、
業
務
効

化
、
生
産

ಛผϨϙʔτ

地
方
で
も
一
定
の
拠
点
整
備
ニ
ー
ズ

近
接
性
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
業

　

不
動
産
協
会
は
、
企
業
の
拠
点
整
備
や
立

地
動
向
の
実
ଶ
を

Ѳ
す
る
た
め
、
ఇ
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
協
力
を
ಘ
て
ア
ン
έ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
対
象
は
、
各
種
調

査
か
ら
今
後
拠
点
整
備
を
行
う
意
向
が
高
い

と
ࢥ
わ
れ
る
業
種
や
企
業
を
中
心
と
し
た
計

図1　整備予定のある施設種類・計画状況 ※複数回答あり

※複数回答あり図 2　拠点整備の候補地となる都道府県（上位10都道府県）

■本社　■支社営業所　■工場　■店舗　■研究所　■物流保管施設　■ホテル旅館　■データセンター　■その他施設

■1.具体的な計画がある　■2.計画はないが検討中　■3.将来的に可能性がある

件数（社数）

件数
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性
向
上
」
が
43
ˋ
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
既

存
事
業
拡
張
の
た
め
」
と
い
う
回

が
41
ˋ
と

な
っ
た
（
図
�
）。
な
お
「
そ
の
ଞ
」
の
回


（
計
49
݅
）
の
う
ち
、「
社
屋
の

ٺ
化
」
を
ڍ

げ
る
企
業
が
19
݅
を

め
た
。

　

企
業
が
、
事
業
再
ฤ
や
業
務
効

化
、
生

産
性
向
上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
ఇ
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
2
0
1
�
年
4
月
に
実

施
し
た
「
2
0
1
�
年
度
の
設
備

資
に
関

す
る
企
業
の
意
ࣝ
調
査※

」
に
も
あ
る
程
度
裏


け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、

1
0
0
0
人
超
の
企
業
で
は
「
情
報
化
（
I
T

化
）
関
࿈
」
が
1
位
の
54
・
3
�
と
、
半
数
以

上
が
検
討
し
て
い
た
。

中
長
期
的
に
も

拠
点
整
備
ニ
ー
ズ
あ
り

　

ア
ン
έ
ー
ト
調
査
で
は
、
拠
点
整
備
に
際

し
て
の
用
地
の
取
ಘ
方
๏
（
既
存
の
用
地
を

活
用
、
新
た
に
取
ಘ
、
賃
आ
、
テ
ナ
ン
ト
入

ډ
等
）
に
つ
い
て
も
調
査
し
（
複
数
回

）、

「
新
た
に
用
地
や
施
設
を
取
ಘ
す
る
」
と
の

「
2
0
1
�
年
度
に
設
備

資
の
予
定（
計
画
）

が
ứ
あ
る
Ừ
と
回

し
た
」
企
業
6
0
�
7

社
の「
予
定
し
て
い
る
設
備

資
の
内
容
」（
複

数
回

）
は
、「
設
備
の

替
」
が
45
・
5
�

で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
次
い
で
「
既
存
設
備
の
維

持
・
ิ
म
」
が
33
・
3
�
、「
省
力
化
・
合
理

化
」
が
28
・
7
�
、「
情
報
化
（
I
T
化
）
関

࿈
」
が
28
・
6
�
、「
増
産
・
販
売
力
増
強
（
国

内
向
け
）」
が
21
・
�
�
と
続
い
た
。
企
業
の

ै
業
員
数
で
ൺ
ֱ
す
る
と
、
1
0
0
0
人
以

下
の
企
業
で
は
「
設
備
の

替
」
が
1
位
で
、

回

が
全
体
の
̏
割
を
超
え
最
多
と
な
っ

た
。
同
結
果
に
基
ͮ
き
「
新
た
に
用
地
や
施

設
を
取
ಘ
す
る
」
と
回

し
た
企
業
の
現
在

の
本
社
と
拠
点
整
備
の
ީ
ิ
地
と
な
る
都
道


県
と
の
位
置
関

を
分
ੳ
し
た
と
こ
Ζ
、

多
く
の
施
設
で
同
一
県
内
を
ީ
ิ
地
と
し
て

お
り
、
こ
こ
で
も
一
定
の
「
近
接
性
」
が
重

視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

各
施
設
の
新
設
・
増
設
・
移
転
の
予
定
時
期

に
つ
い
て
は
（
複
数
回

）、
１
年
ະ
ຬ
と
す

る
回

が
25
ˋ
で
、

元
で
۩
体
的
な
計
画
を

༗
す
る
企
業
が
一
定
数
あ
る
も
の
と
推

さ
れ

る
。
ま
た
、
1
年
以
上
先
を
予
定
し
て
い
る
企

業
も
43
ˋ
あ
り
、
中
長
期
的
に
も
設
備

資

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
移
転
等
の
計
画
が
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
（
複
数
回

）、
各
施
設
と
も
、「
既

存
施
設
を
活
用
す
る
た
め
」
が
最
も
多
く
、

̓
割
近
く
に
の
΅
っ
た
。
ま
た
、
ر
望
に
合

致
す
る
用
地
（
立
地
、
面
積
）
が
な
い
こ
と

を
理
由
に
ڍ
げ
て
い
る
企
業
も
ࢄ
見
さ
れ

た
。

　

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
ఇ
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
で
は
、「
企
業
の
拠
点
整
備
に
際
し
て

は
、
一
定
の
近
接
性
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
企
業
は
、
設
備

資
を

通
じ
た
業
務
の
効

化
、
生
産
性
向
上
を
ࢤ
向

し
て
お
り
、
短
期
的
、
中
長
期
的
に
も
更
新
を

は
じ
め
と
し
た

資
意
ཉ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
、
人
手
不

の
ਂ
ࠁ
化
等
の
外
部

ڥ
の

変
化
を
見
ਾ
え
た
省
力
化
・
合
理
化
に
向
け
た

設
備

資
も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
໌
ら
か

に
な
っ
た
」
と
み
て
い
る
。

※調査期間は 2019 年 4 月 15 日～ 30 日、調査対象は全国 2万 3174 社で、有効回答企業数は 9775 社（回答率 42・2％）。
　なお、設備投資に関する調査は、2017 年 4 月、2018 年 4 月に続いて今回で 3回目

図3　転入企業の業種別分布 件数（社数）

※複数回答あり図 5　拠点整備を行う理由

■1.既存事業拡張のため ■2.新規事業のため ■3.事業再編、業務効率化、生産性向上のため

「立地先の選定理由として重視する条件」を構成する回答項目は以下の通り
近接性：「消費地までの距離」「競合他社の立地状況」「得意先・仕入先の立地状況」「既存自社施設との近接性」
利便性：「交通利便性」
コスト：「用地の価格」「用地確保の取得方法 (購入、賃貸、既存施設の活用 )」
面　積：「用地の面積」
労働力：「従業員の住環境」「労働コスト」「労働力の確保」
その他：「大学や研究機関等との連携」「支援措置」「その他」

■その他

件数）

※複数回答あり図 4　立地先の選定理由として重視する条件

■本社　■支社営業所　■店舗　■研究所　■工場　■物流保管施設　■ホテル旅館　■データセンター　■その他施設

件数）
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Ｔ
企
業
な
ど
に
勤
務
し
、
可
処
分
所
得
の
高

い
一
人
暮
ら
し
や
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋｓ
は
都
心
回
帰

の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
若
い
世

代
に
は
、「
夫
婦
と
未
婚
の
子
世
帯
」（
い
わ

ゆ
る
子
育
て
世
帯
）
も
3
割
を
超
え
る
と
見

ら
れ
る
。
こ
の
中
に
は
、「
夫
婦
共
働
き
で
子

ど
も
を
育
て
る
世
帯
」（D

EW
K

s: D
ouble 

Em
ployed W

ith K
ids

）
も
少
な
く
な
い
。

　

東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
就
学
前
の
子
の

い
る
家
庭
の
共
働
き
率
は
、
東
京
都
で
は
6

割
と
な
っ
て
お
り
、、
就
学
前
の
子
の
い
る

D
E
W
Ks
の
家
事
・
育
児
時
間
は
、
女
性
側

が
8
割
を
負
担
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た

現
実
の
中
で
、
女
性
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を

継
続
す
る
に
は
、
通
勤
、
就
労
、
家
事
・
育
児

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
都
心
回
帰
と
さ

れ
る
現
象
は
、
地
方
や
郊
外
か
ら
都
心
に
流
入

し
た
若
者
や
子
育
て
世
代
が
、
都
心
に
住
み
続

け
る
、と
い
う
も
の
だ
。
若
い
世
代
が
都
心
外
、

郊
外
に
移
り
住
ま
な
い
た
め
、
都
心
人
口
は
増

え
続
け
て
い
る
（
転
入
超
過
が
続
く
）。

　

都
心
回
帰
が
な
ぜ
起
き
る
の
か
。「
若
い
世

代
」（
こ
こ
で
は
25
歳
～
44
歳
ま
で
の
年
齢
階

層
）の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
読
み
解
け
る
。

厚
生
労
働
省
の
統
計
な
ど
か
ら
、近
年
の
若
い

世
代
の
世
帯
構
成
を
見
る
と
、1
9
8
0
年

代
に
比
べ
て「
単
身
世
帯
」（
一
人
暮
ら
し
）や
、

「
夫
婦
の
み
共
働
き
世
帯
」（
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋｓ
）
の

割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
世
帯
は
、

利
便
性
を
求
め
て
都
心
部
を
志
向
す
る
。
Ｉ

を
24
時
間
の
中
に
効
率
的
に
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
。
と
り
わ
け
育
児
に
つ
い
て
は
、
外
部

サ
ー
ビ
ス
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
身
体
接

触
を
伴
う
保
育
―
観
護
養
育
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

は
「
貯
蔵
も
輸
送
も
困
難
」
な
特
性
が
強
い
。

そ
の
た
め
、
洗
濯
や
食
事
の
よ
う
に
、
洗
濯
機・

食
洗
機
の
購
入
や
、
外
食
・
中
食
の
利
用
な
ど

で
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
困
難
だ
。
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
一
般
的
な

世
帯
で
は
子
ど
も
を
保
育
園
に
連
れ
て
い
く
し

か
な
い
。
保
育
園
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
女
性
は
都
心
居
住
を
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
郊
外
は
通
勤
時
間
が

長
い
た
め
、
一
般
的
な
保
育
園
の
開
所
時
間
で

あ
る
7
時
～
20
時
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が

あ
る
か
ら
だ
。
仕
事
と
育
児
を
両
立
さ
せ
る
た

め
に
は
職
住
近
接
は
必
須
条
件
と
な
り
、
都
心

は
D
E
W
K
s
に
と
っ
て
基
本
的
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
の
必
須
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

都
心
の
単
身
世
帯
や
D
I
N
Ks
は
先
端
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
し
、
D
E
W
K
s
は
生
活

を
支
え
る
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
、

と
い
っ
た
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
と
も

サ
ー
ビ
ス
消
費
機
会
と
の
近
接
性
を
重
視
す
る

こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
若
い

世
代
の
都
心
回
帰
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

都
心
回
帰
は
、
高
齢
者
も
同
様
だ
。
健
康
生

活
に
不
可
欠
な
高
度
・
専
門
的
な
医
療
は
都
心

部
に
存
在
す
る
。
通
院
の
コ
ス
ト
（
費
用
と
時

間
）
を
減
ら
す
に
は
、
都
心
居
住
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
経
済
力
の
あ
る
世
帯
は
、
都
心
で

供
給
さ
れ
る
高
度
な
文
化
・
芸
術
を
欲
す
る
。

　

都
心
部
や
主
要
駅
前
で
開
発
さ
れ
る
超
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
求

徒歩圏内に
経済活動を集積させる

まちづくり
都心回帰の必然とコンパクトシティ

第 6 回

2025年
まちづくりに向けた
ストラテジー

　東京オリンピック・パラリンピック開催後の持続的な成長を見
据えて、東京のまちはどうあるべきか。ハード・ソフト両面から識
者の意見を聞き、持続可能な都市を創っていくための課題や
戦略を探る。「貯蔵も輸送もできない」ために利用者との近接
性が求められるサービス業と都市との関係を中心に、経済地
理学を研究する国士舘大学の加藤幸治教授に聞いた。

加藤幸治（かとう・こうじ）

国士舘大学文学部 史学地理学科　教授

研究・専門分野　経済地理学　人文地理学
1969年生まれ。神奈川県横浜市出身。1991年横浜市
立大学 文理学部文科人間・社会課程地理学専攻卒。
1997年明治大学大学院文学研究科地理学専攻博士課
程退学。2005年明治大学大学院博士号取得（地理学、
専門分野：経済地理学)。1997年広島大学助手。2001
年国士舘大学文学部史学地理学科地理・環境専攻講
師。2007年同准教授。2012年より現職。2015年チュー
リッヒ大学訪問教授（国士舘大学学外派遣研究員）。著
書に「サービス経済化時代の地域構造」（2011年、日本経
済評論社）、「スイスの謎――経済の空間的秩序」（2018
年、春風社）。

国士舘大学文学部史学地理学科教授

加藤幸治 氏

サ
ー
ビ
ス
経
済
化
と
ま
ち
づ
く
り

　

1
9
9
0
年
代
以
降
、
わ
が
国
で
は
、「
都

心
回
帰
」
と
呼
ば
れ
る
人
口
移
動
が
続
い
て
き

た
。
全
国
ス
ケ
ー
ル
で
見
れ
ば
大
都
市
圏
へ
の

移
動
が
生
じ
、
大
都
市
の
中
で
も
東
京
圏
へ
の

集
中
が
顕
著
だ
。
地
方
に
お
い
て
も
、
人
口
の

多
い
都
市
へ
の
移
動
と
、
そ
の
都
心
部
へ
の
移

動
が
生
じ
て
い
る
。
首
都
圏
で
は
東
京
都
、
都

内
、
都
心
部
へ
の
集
中
が
起
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
都
心
回
帰
は
な
ぜ
生
じ
て
い
る
の
か
。
背

景
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
・
消
費
す
る
機
会

の
地
域
格
差
が
あ
る
。

　

都
心
回
帰
は
、
郊
外
に
出
て
い
っ
た
都
心
出

身
者
が
、
再
び
都
心
に
帰
る
、
と
い
っ
た
現
象
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め
る
若
い
世
代
、
高
齢
世
代
の
底
堅
い
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

人
口
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性

　

わ
が
国
で
は
、
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
が
地

域
経
済
の
疲
弊
化
を
招
く
と
い
っ
た
批
判
が
あ

る
。
し
か
し
、
大
都
市
へ
の
人
口
流
入
は
、
地

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
結
果
と
し
て
ス

プ
ロ
ー
ル
化
と
虫
食
い
状
の
空
き
家
発
生
に
よ

り
商
圏
人
口
が
希
薄
化
、
小
規
模
の
サ
ー
ビ
ス

業
も
衰
退
し
、若
い
世
代
が
移
転
し
て
し
ま
う
。

　

地
方
都
市
が
維
持
・
成
長
し
て
い
く
に
は
、

あ
る
種
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
必
然
だ
ろ

う
。
何
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
成
立
さ
せ
る
に

は
、
人
口
の
集
積
が
必
須
だ
。「
貯
蔵
も
輸
送

も
困
難
」
な
サ
ー
ビ
ス
業
に
は
、「
一
定
の
範

囲
に
一
定
以
上
の
利
用
者
」が
必
要
だ
か
ら
だ
。

　

人
口
集
積
が
進
め
ば
、
サ
ー
ビ
ス
業
も
集
積

し
て
い
く
。
消
費
者
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
業
の

集
積
は
有
益
だ
。
商
店
街
の
よ
う
に
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
業
が
集
積
し
て
い
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
す
る
た
め
に
費
や
す
時
間
を
短
縮
で
き

る
。供
給
側
も「
つ
い
で
買
い
」を
期
待
で
き
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
長
年
に
亘
っ
て
維

持
・
形
成
し
て
き
た
北
海
道
の
中
標
津
町
は
、

人
口
増
を
目
指
す
地
方
都
市
に
と
っ
て
模
範

例
に
な
り
う
る
。
人
口
約
2
万
人
の
中
標
津

町
は
、
町
の
大
半
を
山
林
、
酪
農
・
畑
作
の

大
規
模
農
地
が
占
め
、
市
街
地
が
拡
散
し
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
幼
保
か
ら
高
校
ま
で

の
教
育
機
関
、
地
元
資
本
の
商
業
施
設
、
町

立
病
院
、
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、
そ
し
て
住
宅

地
が
、約
4
㎞
四
方
に
集
積
し
て
い
る
。農
業
・

酪
農
従
事
者
や
、
約
20
㎞
離
れ
て
立
地
す
る

水
産
業
の
従
事
者
も
中
標
津
町
中
心
部
に
住

み
、
通
勤
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
商
業

の
中
心
地
で
あ
り
な
が
ら
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

い
う
特
色
か
ら
、
住
民
は
生
活
の
上
で
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
短
時
間
で
享
受
で
き
る
。
サ
ー

ビ
ス
業
の
雇
用
も
あ
る
た
め
、
周
辺
自
治
体
か

ら
も
移
住
者
を
集
め
て
い
る
。

複
数
用
途
を
認
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

中
標
津
町
の
よ
う
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り

な
が
ら
商
業
の
中
心
地
、
と
い
う
い
わ
ば
ミ
ク

ス
ト
ユ
ー
ス
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
欧
米
で
は
一

般
的
だ
。
大
都
市
圏
の
ま
ち
づ
く
り
で
も
、
都

心
部
、
郊
外
は
コ
ン
パ
ク
ト
化
か
つ
ミ
ク
ス
ト

ユ
ー
ス
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
ミ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
観
点
で
も
重
要
だ
。
サ
ー

ビ
ス
業
は
多
く
の
利
用
者
に
近
接
し
て
立
地
す

る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
利
潤
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

わ
が
国
の
大
都
市
の
都
心
部
で
は
、
住
宅
、

オ
フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
、
幼
保
や
学
校
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
と
い
う
よ
う
に
、
居
住
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
混
在
が
最
近
に
な
っ
て

進
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
郊
外
で
は
、
居
住
地

に
は
住
宅
の
み
、
と
い
う
よ
う
な
用
途
の
純
化

を
進
め
て
き
た
。
か
つ
て
の
人
口
増
の
時
代
に

は
、
公
害
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
用
途
規
制
に

よ
っ
て
、
工
場
な
ど
を
住
宅
地
か
ら
排
除
す
る

こ
と
は
有
益
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
口

減
少
の
中
で
、
郊
外
か
ら
都
心
部
へ
の
人
口
移

動
を
食
い
止
め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
機
能
を
導
入
し
、
ミ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
一
定
の
用
途
規
制
改

革
に
よ
っ
て
、
欧
州
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
居

住
と
経
済
活
動
が
徒
歩
圏
内
程
度
の
時
間
距
離

内
に
集
積
す
る
「
ま
ち
」
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
郊
外

の
農
地
や
未
開
発
地
を
維
持
し
、
緑
豊
か
な
・

秩
序
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
進
め
る
べ

き
だ
。（
談
）

域
の
人
口
減
に
伴
い
、
生
活
を
支
え
る
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
減
少
―
保
育
園
や
高
校
が
近
く

に
な
い
、
救
急
搬
送
先
が
な
い
―
し
て
い
る
状

況
を
回
避
す
る
が
ゆ
え
の
可
能
性
が
高
く
、
そ

の
動
き
を
押
し
止
め
る
こ
と
は
困
難
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
、
近
年
の
市
区
町
村
間
・
都
道
府
県
間

移
動
率
の
低
下
傾
向
の
方
が
、
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
享
受
で
き
て
い
な
い
人
の
増
加
を
示
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
懸
念
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
極
集
中
の
抑
制
策
の
効
果
は
限
定

的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

わ
が
国
の
地
方
都
市
の
成
長
の
推
移
を
見
る

と
、
経
験
則
的
に
は
、
人
口
30
万
人
弱
が
発
展

と
衰
退
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
百
貨
店
や
大
学
、
地
域
医
療
支
援
病
院
を

成
立
さ
せ
ら
れ
る
人
口
規
模
が
30
万
人
弱
で
、

人
口
減
や
売
上
減
な
ど
で
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス

が
移
転
・
廃
止
に
な
る
と
、
そ
の
都
市
の
衰
退

が
始
ま
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
都
市
は
市
町
村

合
併
を
経
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
実
現

住宅・商業・大学などが混在しつつも、緑豊かなチューリッヒ都心部

チューリッヒ中心部の店舗・住宅の複合建物
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一
方
、
都
市
工
学
の
観
点
か
ら
は
、
イ
ϊ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ש
起
さ
れ
る
都
市
に
は
共
通
点
が
観


で
き
る
。
ڭ
ҭ
、
ݚ
ڀ
、
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
拠

点
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
ڭ
ҭ
、

ݚ
ڀ
、
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
拠
点
が
あ
っ
て
も
イ
ϊ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ඞ
ず
ש
起
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
都
市
社
会
学
者
の
R
・
フ
ロ
リ
ダ
は
、
イ

ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ש
起
に
は
「
ٕ
ज़
、
࠽
能
、


容
（
多
様
性
の
受
け
入
れ
）」
が
一
カ
所
で
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
ඞ
要
だ
と
指
ఠ
す
る
。
イ
ϊ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ש
起
に
向
け
た
ま
ち
ͮ
く
り
に

お
い
て
は
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
。

と
し
て
も
、
現
場
に
し
か
な
い
情
報
・
出
会
い
・

҉

知
・
信
པ
関

の
価

は
む
し
Ζ
高
ま
っ

て
い
く
と
の
指
ఠ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
に

は
、
多
様
な
人
材
と
の
出
会
い
、
交
流
の
機
会

を
求
め
、
人
材
は
更
に
集
積
し
て
い
く
と
い
う

Ծ
આ
で
あ
る
。
③
は
、「
共
ײ
」
と
「
ҭ
成
」
が

進
む
と
い
う
も
の
だ
。
ഁ
壊
的
な
革
新
が
起
き

る
中
で
、
人
々
が
行
動
に
向
か
う
の
は
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
に
共
ײ
し
、
ҭ
成
し
て
い
く
こ
と
だ
Ζ
う
。

ま
ち
ͮ
く
り
に
お
い
て
も
、
共
ײ
と
ҭ
成
が
重

要
に
な
る
。
ᶆ
は
「
ډ
心
地
」
と
「
つ
な
が
り
」

が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
Ծ
આ
。
ᶇ
は
、
都
市
に

お
い
て
も
「
新
ٕ
ज़
」
と
「
新
制
度
」
が
進
む

と
い
う
予
測
だ
。

　

世
界
に
は
、
こ
れ
ら
の
10
の
ை
流
の
先

を

行
く
都
市
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
Ϥ
ー
ク

（
N
:
）
だ
。
N
:
は
多
様
性
と
結
合
が
多
く
生

ま
れ
て
い
る
。
近
年
の
I
T
ٕ
ज़
等
の
発
展
を

受
け
て
、
む
し
Ζ
企
業
集
積
が
進
行
し
て
い
る
。

N
:
に
は
、
も
と
も
と
ۚ
༥
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

メ
デ
ィ
ア
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
（
観
光
）、

と
い
っ
た
産
業
が
集
積
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

産
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
多
様
な
人

材
を
採
用
し
た
い
I
C
T
企
業
が
、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
で
は
な
く
N
:
に
も
拠
点
を
設
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
ͮ
く
り
に
お
い
て
も
、

共
ײ
や
ҭ
成
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
B
I
%
）
が
進
ん
で
い
る
。
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
は
B
I
%
に
よ
っ
て
歩
行
者

ఱ
国
が
実
現
。
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
近
く
に
あ
る

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
は
、
1
�
�
0
年
ࠒ
は

全
米
一
の
ຑ
ༀ
ີ
売
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
B
I
%
を
導
入
し
た
こ
と
で
店
ฮ
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
年
間
約
20
ԯ
ԁ
の
収

ウォーカブルな
まちなかを目指して

政策ウォッチ

　都市の国際競争力強化には、都市が持つ魅力・磁力をさらに磨くこと
が大事だ。また、地域においてはコンパクト+ネットワークの進展、都市機
能の集積が求められる。国土交通省は、今年2月から、これまでの都市再
生の取組みを更に進化させるべく今後の都市のありかたについて検討
する「都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会」を8回にわ
たって開催してきた。6月に公表された中間とりまとめでは、「『居心地が
良く歩きたくなるまちなか』からはじまる都市の再生」と題した提言が行わ
れた。同懇談会の座長を務めた東京大学大学院工学系研究科都市工
学専攻の浅見泰司教授に、同提言の目指すまちづくり―都市再生につ
いて聞いた。

　
国
土
交
通
省
の
「
都
市
の

多
様
性
と
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
に
関
す
る
࠙
ஊ
会
」

は
、
都
市
再
生
―
ま
ち
ͮ

く
り
を
通
じ
て
、
都
市
の
多

様
性
を
ҭ
み
、
イ
ϊ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
い
か
に
ש
起
し
て

い
く
か
、


の
目
指
す

Society 5.0

※
の
人
間
中
心
の

豊
か
な
生
活
を
ど
う
実
現

す
る
か
、
に
つ
い
て
議

し

て
き
た
。
多
様
性
が
あ
れ

ば
、
ඞ
ず
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
結
び

く
わ
け
で
は
な
い

が
、
多
様
性
の
あ
る
都
市

が
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ש
起

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
࠙
ஊ
会
で
は
、
多
く
の
ࣝ

者
、
委
員
の
意
見
を
聞
き
、

現
在
の
都
市
の
経
済
・
社
会

を
め
͙
る
「
10
の
ை
流
」
を

ྻ
ڍ
し
た
。
10
の
ை
流
は
5
つ
の
事
実
と
5
つ

の
Ծ
આ
か
ら
構
成
し
て
い
る
。
5
つ
の
事
実
は
、

①
生
産
年
ྸ
人
口
の
ݮ
少
、
②
知
ࣝ
集
約
型
経

済
の
拡
大
、③
都
市
間
競
૪
の
加
速
、ᶆ
働
き
手・

働
き
方
の
多
様
化
、
ᶇ
ソ
ー
シ
Ỿ
ル
キ
Ỿ
ピ
タ

ル
の
低
下
で
あ
る
。

　
5
つ
の
Ծ
આ
は
、①
が
、都
市
で
は
「
多
様
性
」

と
「
新
結
合
」
が
進
む
と
い
う
Ծ
આ
だ
。
イ
ϊ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ҟ
な
る
知
の
「
新
結
合
」
に

よ
り
生
ま
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
。
②
は
「
対

面
」
と
「
ۮ
વ
の
出
会
い
」
が
進
む
と
い
う
Ծ

આ
。
I
T
ٕ
ज़
等
の
進
展
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
会
議
や
サ
ー
ビ
ス
の
ڗ
受
を
受
け
ら
れ
た

ઙݟ�ହ࢘
౦ژେֶେֶӃڀݚܥֶՊڭत

イ
ノ
ベー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
に

都
市
に
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

　

わ
が
国
を
ؚ
め
た
世
界
の
国
々
は
、「
生
産

性
向
上
」
や
「
経
済
成
長
」
を
追
求
し
て
い
る
。

生
産
性
向
上
や
経
済
成
長
に
は
、
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ

ン※

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
多
く
の
ݚ

ڀ
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
内
ֳ

の
年
次
経
済

ࡒ

報
告
は
、
経
営
学
的
な
観
点
か
ら
、
イ
ϊ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ଅ
す
に
は
人
的
資
本
、
知
ࣝ
、

ٕ
ज़
力
、
ݚ
ڀ
開
発
な
ど
の
基
ૅ
的
な

݅
に

加
え
、
組
৫
、
人
材

資
、
起
業
、
ル
ー
ル
・

制
度
の
改
革
が
༗
用
な
可
能
性
を
ࣔ
し
て
い
る
。

浅見泰司（あさみ・やすし）

౦ژେֶେֶӃڀݚܥֶՊڭत

19��年ϖϯγϧϰΝχΞେֶΑΓ1I�%�ͷֶҐऔಘɻ
౦ژେֶॿखɺࢣߨɺॿڭतΛͯܦɺ2001年౦ژେ
ֶۭؒใՊֶڀݚηϯλʔڭतɺ2012年౦ژେ
ֶେֶӃڀݚܥֶՊڭतɻओͳஶॻʹɺhࢢ
ֶͷཧʢɦຊධࣾɺ୯ஶʣɺhཧใՊֶɿ(*S
ελϯμʔυʢɦࠓݹॻӃɺڞฤஶʣɺhࢢͷۭؓɾۭ
͖ՈΛߟ Δ͑ʢɦϓϩάϨεɺฤஶʣɺhॅڥɿධՁํ๏
ͱཧʢɦ౦ژେֶग़൛ձɺฤஶʣ͕ Δ͋ɻ
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益
を
ڍ
げ
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
周
辺（
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）に
は
、

歩
い
て
行
け
る
ൣ
ғ
に
、
I
C
T
企
業
が
集
積

し
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
に
面
し
て

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ϖ
ー
ス
の
X
F
X
P
S
L
や
、

米
国
の
༗
໊
コ
ー
ώ
ー
チ
ェ
ー
ン
「
ブ
ル
ー
ボ

ト
ル
コ
ー
ώ
ー
」
が
出
店
し
て
い
る
こ
と
は
、

I
C
T
企
業
の
集
積
を
ࣔ
し
て
い
る
。
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
は
、
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

と
い
っ
た
大
手
I
C
T
企
業
も
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
る
。
N
:
全
体
を
見
て
も
、
ハ
ド
ソ
ン
Ϡ
ー

ド
に
ア
ッ
プ
ル
が
新
た
な
オ
フ
ィ
ス
を
展
開
す

る
可
能
性
と
の
報
道
も
あ
る
。
歩
け
る
ま
ち
、

歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
N
:
は
イ
ϊ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

官
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

　

N
:
や
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な

ど
、
世
界
の
大
都
市
で
は
、
歩
行
者
を
意
ࣝ
し

た
都
市
空
間
の
再
ฤ
が
着
実
に
広
ま
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
、
大
ؙ
༗
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
―
道
路
空

間
を
一
定
時
間
だ
け
カ
フ
ェ
に
す
る
、
一
定
時

間
だ
け
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
い
っ
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

作
家
J
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
が
1
�
5
0
年

の

N
:
の
一
֗
۠
を
観

し
て
ฤ
み
出
し
た
都
市

発
展
の

݅
の
1
つ
、「
֗
۠
内
の
建
物
・
道
路

を
ҟ
な
る
時
間
、
ҟ
な
る
用
్
で
利
用
で
き
る

（
例
え
ば
、
ன
間
は
ࡶ
貨
店
、

は
旅
館
な
ど
）」

を
踏
ऻ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
࠙
ஊ
会
で
は
、世
界
の
10
の
ை
流
、先
進
都
市
、

わ
が
国
の
都
市
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国

の
都
市
再
生
の
方
向
性
を
「
ډ
心
地
が
良
く
歩

き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

に
ま
と
め
た
。
۩
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
①
沿

道
の
建
物
1
階
部
分
を
店
ฮ
や
ガ
ラ
ス
張
り
の

オ
フ
ィ
ス
に
す
る
、
Ҝ
ࢠ
を
置
く
な
ど
で
外
部

に
開
か
れ
た
デ
β
イ
ン
と
す
る
、②
車
道
で
あ
っ

て
も
一
定
時
間
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
多
様
な
用

్
に
使
う
、
③
ࣳ
生
広
場
や
カ
フ
ェ
、
ソ
フ
ァ

な
ど
を
置
く
こ
と
で
、
そ
の
空
間
に
ډ
た
く
な

る
、
ཹ
ま
り
た
く
な
る
よ
う
な
空
間
を
創
っ
て

い
く
こ
と
だ
。
当
વ
、
こ
う
し
た
ま
ち
ͮ
く
り

は
、
国
や
自
࣏
体
な
ど

だ
け
で
は
で
き
な
い
。

と
り
わ
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
に
人
々
を
呼

び
込
む
工
夫
や

資
は
、
ま
ち
を
知
る
人
々
や

企
業
が
行
う
΄
う
が
高
い
効
果
が
見
込
め
る
だ

Ζ
う
。

　

一
方
で
、
車
道
を
歩
行
者
ఱ
国
に
す
る
、
と

い
っ
た
交
通
機
能
の
再
配
置
は
、
規
制
だ
け
で

は
ࠔ

だ
。
例
え
ば
、
車
道
中
心
で
あ
っ
た
ඣ

路
駅
前
で
は
、
歩
行
者
空
間
の
拡
෯
と
ࣳ
生
広

場
を
設
置
す
る
と
い
う
、
歩
行
者
優
先
の
再
整

備
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
再
整
備
を
可
能
に
し
た

の
は
、
マ
ク
ロ
で
も
ミ
ク
ロ
で
も
道
路
交
通
を

整
理
で
き
た
か
ら
だ
。
ඣ
路
の
事
例
で
は
、
マ

ク
ロ
で
は
南
北
を
ॎ
断
し
て
い
た
ඣ
路
駅
を
中

心
に

ঢ়
道
路
や
放
ࣹ
道
路
を
整
備
し
て
駅
前

の
通
ա
交
通
を
分
ࢄ
、
ミ
ク
ロ
で
は
駅
近
辺

5
0
0N
࢛
方
に

ঢ়
道
路
を
整
備
、と
い
う
道

路
整
備
に
よ
り
、
駅
前
の
自
動
車
交
通
を
大
෯

に
ݮ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
໖
ີ
な

計
画
な
し
に
歩
行
者
ఱ
国
を
実
施
し
た
場
合
、

交
通
ྔ
を
別
の
道
路
に
転
Շ
し
て
、
し
わ
寄

せ
を
受
け
た
道
路
に
ौ
滞
が
発
生
す
る
な
ど
、

経
済
活
動
に
マ
イ
ナ
ス
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
の
整
備
の

上
で
は
、
Ծ
設
空
間
や

定
利
用
の
重
要
性
に

ݴ
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
ͮ
く
り
―

都
市
再
生
で
は
、
ݻ
定
的
な
機
能
に
応
じ
た
ス

ϖ
ー
ス
・
建
物
が
ඞ
要
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
土
地
や
建
物
に
求
め
ら
れ
る
用
్
が
変

ભ
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
中
で
は
、
ݻ
定
的

な
機
能
に
対
応
し
た
建
物
は
、
む
し
Ζ
ॊ
ೈ
性

を
欠
き
、
ա
大
な
も
の
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
こ
で
、

資
ֹ
を

え
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
改
変
を
容
易
に
実
現
で
き
る
Ծ
設

建
物
や

定
利
用
と
い
う
形
を
認
め
て
い
く
方

向
性
を
ࣔ
し
た
。
再
開
発
施
行
エ
リ
ア
内
で
も
、

工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ス
ϖ
ー
ス
で
、
カ

フ
ェ
な
ど
の

定
利
用
を
行
い
や
す
く
な
る
だ

Ζ
う
。
こ
う
し
た
空
間
ͮ
く
り
に
よ
り
、
人
々

の
交
流
や

容
性
が
ৢ
成
さ
れ
、
ひ
い
て
は
イ

ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ש
起
さ
れ
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。（
ஊ
）

※イノベーションɿɾαʔϏεΛ৽ Δ͢ʮϓ
ϩμΫτΠϊϕʔγϣϯʯɻੜ࢈ఔɺૹํ
๏ɺͦ ΕΒΛࢧԉ͢Δ׆ಈΛਐԽɾ৽
͢ΔʮϓϩηεΠϊϕʔγϣϯʯɻۀߦ׳ɺ
৬ฤɺର֎ؔʹؔ͢Δํ๏ΛਐԽɾ
৽ Δ͢ʮ৫Πϊϕʔγϣϯʯɻɾαʔ
ϏεͷσβΠϯͷมߋɺൢ ചɾՁ֨ઃఆํ๏ɺ
ൢ࿏ͳͲΛਐԽɾ৽ Δ͢ʮϚʔέςΟϯάΠ
ϊϕʔγϣϯʯͷͭ�ܭ Β͔ߏ͞ ΕΔɻ
ɹʢֳ�ฏ�0年年ࡒࡁܦ࣍ใࠂ
ʮΠϊϕʔγϣϯͷਐలͱຊͷڝ૪ྗʯ
রʣࢀ

※Society5.0 : αΠόʔۭ ʢؒԾۭؒʣͱ
ϑΟδΧϧۭ ʢؒ現࣮ۭؒʣΛߴʹ༥߹
ͤͨ͞γεςϜʹΑΓɺൃࡁܦలͱࣾձత
՝ͷղܾΛཱ྆͢Δɺਓؒத৺ͷࣾձ
ʢSPDJFUZʣ

ࣳੜΛඋ͠ ɺར༻ऀ͕େ෯ʹ૿Ճ͠ ͨೆାެԂ

͠༺Λςϥεʹརݐ Πͨϯόϯυʹਓؾͷόʔʢ৽॓
ೋஸɺΠʔάϧ�τʔΩϣʔ�ύςΟΦʣ

৽॓Ӻ౦ޱ۠าڥऀߦվળٞڠձ͕
ͨͬߦ ৽॓ࡾஸͷύʔΫϨοτʢंಓͷา
ͷస༻ʣۭؒऀߦ
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デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

最
前
線

世
界
の
玄
関
を
担
う
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

顧
客
の
利
便
性
の
追
求

二
次
交
通
の
拡
大

　

仙
台
空
港
は
、
国
管
理
空
港
と
し
て
は
最
初
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、

民
間
企
業
が
公
共
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
運
営
権
を
も

と
に
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
を
行
う
こ
と
を
指
す
。

　

仙
台
空
港
の
運
営
権
者
は
、
国
の
選
定
を
経

て
、2
0
1
5
年
9
月
に
東
急
電
鉄
（
現・東
急
）、

前
田
建
設
工
業
、
豊
田
通
商
、
東
急
不
動
産
、
東

急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
東
急
建
設
、
東
急
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
7
社
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
（
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）
が
設
立
す
る
特
別
目
的
会
社
と
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。「
東
北
地
域
の
交
流
人
口

増
大
」
を
掲
げ
た
同
グ
ル
ー
プ
が
、
2
0
1
6
年

　

訪
日
外
国
人
4
0
0
0
万
人
と
い
う
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
、
島
国
の
日
本
が
世
界
に
開
か
れ
た

都
市
や
地
方
を
再
編
し
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
を
受
け
入
れ
る
玄
関
―
国
際
空
港
―
を
充
実

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政
府
は
、
成
長
戦
略
（
2
0
1
9
年
6
月
閣
議
決
定
）
の
中
で
、
地
方
空

港
へ
の
支
援
に
よ
り
国
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
、
訪
日
外
国
人
の
地
方
へ
の
誘
客
を
促
進

す
る
、
と
し
て
い
る
。
不
動
産
会
社
は
世
界
の
玄
関
と
な
る
空
港
の
運
営
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
仙
台

空
港
、
熊
本
空
港
、
下
地
島
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

か
ら
仙
台
空
港
の
運
営
を
開
始
し
て
い
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
は
、
安
全
が
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時

に
、
顧
客
の
支
持
も
重
要
だ
。
わ
が
国
の
民
間
鉄

道
は
、
利
用
者
を
増
や
す
創
意
工
夫
と
努
力
の
歴

史
だ
っ
た
。
な
か
で
も
東
急
の
中
興
の
祖
・
五

島
慶
太
は
、
赤
字
に
あ
え
い
で
い
た
東
急
電
鉄

の
経
営
を
好
転
さ
せ
る
た
め
、
利
用
者
増
を
最

優
先
、
沿
線
に
大
学
を
誘
致
し
、
駅
に
も
百
貨

店
や
映
画
館
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
置
い
た
。

　

仙
台
空
港
で
も
、
利
用
者
目
線
の
改
革
が
行
わ

れ
た
。
2
0
1
6
年
7
月
か
ら
仙
台
空
港
の
運
営

を
承
継
し
た
「
東
急
前
田
豊
通
グ
ル
ー
プ
」
の
出

資
す
る
特
別
目
的
会
社
「
仙
台
国
際
空
港
株
式
会

社
」（
以
下
、
S
I
A
C
）
は
、
地
道
な
改
革
か

ら
始
め
た
。
ま
ず
、
展
望
デ
ッ
キ
を
無
料
化
。
東

北
で
は
初
の
ラ
ン
ナ
ー
向
け
施
設
も
設
置
し
た
。

　

と
り
わ
け
S
I
A
C
が
力
を
入
れ
た
の
は
空
港

の
利
便
性
を
左
右
す
る
二
次
交
通
の
改
善
だ
。
仙

台
空
港
は
、
J
R
仙
台
駅
か
ら
直
通
電
車
の
仙

台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
を
使
っ
て
約
30
分
で
ア
ク
セ

ス
で
き
る
。
た
だ
し
、
運
行
本
数
が
少
な
い
時
間

帯
が
あ
る
な
ど
、
利
便
性
を
生
か
し
切
れ
て
い
な

か
っ
た
。
空
港
利
用
者
の
半
数
が
使
う
こ
と
を
踏

世
界
と
東
北
の
人・
も
の
を
繋
ぐ

仙
台
空
港
―
東
急
・
東
急
不
動
産
・
前
田
建
設
工
業
・
豊
田
通
商

ま
え
、
S
I
A
C
は
J
R
東
日
本
と
仙
台

空
港
鉄
道
と
協
議
を
重
ね
、
2
0
1
7
年

3
月
か
ら
運
行
本
数
一
日
40
往
復
か
ら
43

往
復
へ
の
増
発
を
実
現
し
た
。
す
べ
て
の

時
間
帯
で
約
25
分
間
隔
の
電
車
に
乗
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
1
つ
は
、
バ
ス
の

改
善
だ
。
福
島
～
会
津
若
松
を
結
ぶ
路
線

や
、
松
島
～
平
泉
、
鶴
岡
～
酒
田
、
仙
台

空
港
～
山
形
と
い
っ
た
東
北
主
要
都
市
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
の
拡
充
に
成
功
し
た
。
さ

ら
に
、
自
家
用
車
の
た
め
に
駐
車
場
を
拡

張
し
て
い
る
。

　

な
お
、
空
港
利
用
者
の
増
加
に
最
も
効

果
が
あ
る
の
は
、
新
規
就
航
だ
。
定
期
便

の
就
航
は
、
年
間
で
万
単
位
の
乗
降
客
数

の
違
い
と
な
っ
て
表
れ
る
。
S
I
A
C
は

L
C
C
（
格
安
航
空
）
を
活
用
し
、
民
営

化
前
か
ら
交
渉
し
て
き
た
台
北
便
を
就
航

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
同
様
に
既
存

の
台
北
便
や
ソ
ウ
ル
便
も
増
便
を
実
現

し
、
国
際
線
の
乗
降
客
数
を
民
営
化
前
年

か
ら
約
4
割
増
加
（
2
0
1
5
年
度
～

2
0
1
6
年
度
）
さ
せ
て
い
る
。

東
北
の
玄
関
口

国
際
観
光
地
と
し
て
の
潜
在
力

　

S
I
A
C
は
、
仙
台
空
港
を
「
東
北
を
発
着

す
る
旅
客
に
一
番
に
選
ば
れ
る
」
空
港
、「
東
北

で
最
も
重
要
な
航
空
貨
物
の
拠
点
と
な
る
」
空

港
に
す
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
「
プ
ラ
イ
マ

Ξʔνঢ়ͷ͕ࠜҹతͳઋߓۭࡍࠃϑΝαʔυ
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リ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
象
徴
す
る
の

が
、
到
着
ロ
ビ
ー
で
到
着
客
が
最
初
に
目
に
す

る
、「
W
E
L
C
O
M
E 

T
O 

T
O
H
O
K
U 

J
A
P
A
N
」（
よ
う
こ
そ
東
北
へ
）
と
書
か

れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
ウ
ォ
ー
ル
。
も
う
1
つ
が
、

S
I
A
C 

が
J
T
B
に
運
営
委
託
す
る
観
光

案
内
所
「
み
ち
の
く
観
光
案
内
」
だ
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
に
は
、
東
北
全
体
の
地
図

が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
み
ち
の
く
観
光
案
内

は
「
東
北
」
の
観
光
案
内
所
の
た
め
、
東
北
6
県

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
。
外
国
人
向
け
の

観
光
案
内
所
で
も
あ
る
た
め
、
東
北
及
び
南
北
海

道
エ
リ
ア
を
周
遊
で
き
る
鉄
道
フ
リ
ー
パ
ス
も
販

売
し
て
い
る
。

　

S
I
A
C
で
管
理
部
長
を
務
め
る
前
田
基
取

締
役
は
、「
新
規
の
就
航
を
増
や
す
に
は
、
観
光

客
の
需
要
が
不
可
欠
だ
。
東
北
全
域
の
ス
キ
ー

場
と
温
泉
地
の
数
は
北
海
道
を
上
回
っ
て
い
る
。

東
北
の
国
際
観
光
地
と
し
て
の
潜
在
可
能
性
は

十
分
だ
」
と
話
す
。
新
千
歳
空
港
の
国
際
線
乗

降
客
数
は
年
間
約
3
7
0
万
人
。
そ
れ
に
対

し
、
仙
台
空
港
の
同
約
30
万
人
だ
。
S
I
A
C

は
2
0
4
4
年
度
に
は
4
倍
弱
の
1
1
5
万
人
、

新
千
歳
空
港
の
お
よ
そ
三
分
の
一
に
し
た
い
と

し
て
い
る
。
前
田
部
長
は
「
達
成
可
能
な
目
標
」

と
話
す
。
実
際
、
目
の
肥
え
た
台
湾
の
F
I
T

（
個
人
観
光
客
）
は
、
仙
台
空
港
を
拠
点
に
し
て

東
北
を
周
遊
し
始
め
て
い
る
。「
空
港
周
辺
の

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
で

は
、
外
国
人
向
け
高

速
道
路
パ
ス
が
よ
く

売
れ
る
と
聞
い
て
い

る
」（
前
田
氏
）。
台

湾
の
F
I
T
が
さ
ら
に
増
え
れ
ば
、
L
C
C
の
増

便
に
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
10
月
末
か
ら
は
タ

イ
国
際
航
空
の
バ
ン
コ
ク
便
が
週
3
便
で
再
就

航
す
る
。
東
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
も
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
好
機
だ
。

東
北
の
モ
ノ
の
拠
点

安
全
こ
そ
基
盤

　

バ
ン
コ
ク
便
は
、
仙
台
空
港
を
航
空
貨
物
の

拠
点
に
す
る
と
い
う
S
I
A
C
の
目
標
達
成
に

も
資
す
る
。
バ
ン
コ
ク
便
は
、
航
続
距
離
の
長

い
大
型
機
材
を
使
用
す
る
た
め
、
貨
物
を
積
載

で
き
る
か
ら
だ
。
仙
台
空
港
は
も
と

も
と
、
東
北
を
拠
点
と
す
る
メ
ー

カ
ー
の
製
品
や
部
品
に
加
え
て
、
生

鮮
食
品
の
輸
出
需
要
が
高
い
空
港

だ
。空
港
内
に
国
際
貨
物
棟
が
あ
り
、

生
鮮
食
品
に
重
要
な
冷
凍
庫
も
近
い

た
め
だ
。
前
田
氏
は
「
日
持
ち
の
短

い
イ
チ
ゴ
を
台
湾
に
輸
出
し
て
い
る

実
績
も
あ
る
。
鮮
度
が
重
要
な
生
鮮
食
品
を
タ

イ
に
輸
出
し
た
い
需
要
や
、
バ
ン
コ
ク
経
由
で
欧

米
に
輸
出
す
る
ル
ー
ト
も
考
え
ら
れ
る
」
と
期
待

す
る
。

　

S
I
A
C
の
創
意
工
夫
は
、
日
々
の
安
全
と
保

安
の
維
持・向
上
を
基
盤
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

S
I
A
C
は
、
安
全
管
理
体
制
の
再
確
認
、
各
種

規
程
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
更
新
の
み
な
ら
ず
事
故
や
災

害
、
航
空
機
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
を
欠
か

さ
ず
行
う
。
灯
火
や
滑
走
路
の
保
守
管
理
も
徹
底

し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
東
急
電
鉄
の
鉄
道
事

業
経
験
者
も
い
る
。
そ
の
結
果
が
、
S
I
A
C
起

因
の
事
故
ゼ
ロ
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

仙
台
空
港
は
、
就
労
人
口
が
二
千
人
を
超
え

る
。
前
田
氏
は
「
民
営
化
で
地
方
空
港
の
経
営

を
向
上
で
き
れ
ば
、
弊
社
だ
け
で
な
く
地
元
経

済
へ
の
貢
献
に
も
繋
が
る
。
あ
ら
ゆ
る
創
意
工

夫
と
日
々
の
保
守
管
理
を
継
続
し
た
い
」
と
話

す
。
仙
台
空
港
は
東
北
活
性
化
に
向
け
て
巡
航

を
続
け
る
。

世
界
か
ら
九
州
観
光
の
中
心
に

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
―
三
井
不
動
産

創
造
的
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

九
州
と
世
界
を
繋
ぐ
玄
関
口
目
指
す

　

三
井
不
動
産
を
筆
頭
と
し
、
地
元
企
業
や
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
計
11
社

を
株
主
と
す
る「
熊
本
国
際
空
港
株
式
会
社
」（
以

下
、K
K
I
A
C
）
は
、阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
（
以

下
、
熊
本
空
港
）
の
運
営
を
2
0
2
0
年
4
月
に

開
始
す
る
予
定
だ
。

　

熊
本
空
港
は
、
国
が
管
理
す
る
空
港
と
し
て
は

4
例
目
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
今
回
の
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
色
は
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
建
替
え
も
企
画
段
階
か
ら
K
K
I
A
C
が
手

が
け
る
こ
と
だ
。

౸ண٬Λग़ܴ͑ΔΣϧΧϜΥʔϧͱΈͪͷ͘ޫ؍Ҋ
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三
井
不
動
産
に
と
っ
て
、
空
港
運
営
は
初
と
な

る
。
空
港
は
、
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
等
か
ら
成

る
複
合
施
設
で
あ
り
、「
１
つ
の
ま
ち
」
と
捉
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
三
井
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
本
部
事
業
開
発
部
長
の
久
一
康

洋
氏
は
、「
安
心
・
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
運
営

し
て
い
く
大
規
模
複
合
施
設
、
と
い
う
意
味
で

は
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
長
年
手
が
け
て
き
た
も

の
だ
」
と
話
す
。
K
K
I
A
C
は
、
世
界
的
な
観

光
産
業
の
成
長
を
、
熊
本
空
港
を
通
じ
て
取
り
込

み
、
地
元
に
還
元
し
て
い
く
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

い
」
と
強
調
す
る
。
空
港
か
ら
の
二
次
交
通
の
拡

充
が
確
実
視
さ
れ
る
点
も
強
み
だ
。
K
K
I
A
C

に
は
九
州
広
域
を
結
ぶ
バ
ス
会
社
が
参
画
し
て
い

る
。
熊
本
県
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
J
R
豊
肥

線
か
ら
熊
本
空
港
を
結
ぶ
新
路
線
の
開
通
に
向
け

て
、
県
と
J
R
が
合
意
し
て
い
る
点
も
大
き
い
。

熊
本
空
港
と
J
R
が
結
ば
れ
れ
ば
、
九
州
新
幹
線

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
。
国
際
線
の
誘
致

に
向
け
て
、
熊
本
県
の
積
極
さ
も
後
押
し
に
な
っ

て
い
る
。
県
は
、
台
湾
・
香
港
の
旅
行
会
社
や
ブ

ロ
ガ
ー
を
招
待
し
、
く
ま
も
ん
を
使
っ
た
広
告
展

開
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
事
自
ら
台
湾
、
香
港
に
空

港
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

よ
り
訪
れ
や
す
い
空
港
に

災
害
時
も
止
ま
ら
な
い
空
港
目
指
す

　

久
一
氏
に
よ
る
と
、
熊
本
空
港
の
乗
降
客

は
、
旅
行
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
3
類
型
で
あ
る

①
ビ
ジ
ネ
ス
―
商
用
客
、
②
観
光
（
休
暇
）
―

観
光
客
、
③
V
F
R※
―
友
人
訪
問
や
帰
省
、
が

そ
れ
ぞ
れ
約
3
割
と
均
等
に
分
け
ら
れ
る
と
い

う
。
一
般
的
に
地
方
空
港
は
観
光
客
が
多
い
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
る
が
、
熊
本
空
港
は
3
者
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
熊
本

県
内
に
国
内
製
造
業
の
主
要
工
場
が
多
数
立
地

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
熊
本
県
は
、
阿
蘇
山

を
持
っ
て
い
る
。
K
K
I
A
C
の
掲
げ
る
熊
本

空
港
の
理
念
は
、「
熊
本
空
港
を
熊
本
地
震
か
ら

の
創
造
的
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
」
と
い
う

も
の
。
東
ア
ジ
ア
を
主
と
し
た
様
々
な
国
や
地

域
を
多
様
な
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、「
地

方
空
港
 No
・
1 

の
国
際
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
世
界
と
地
域
に
ひ
ら

か
れ
た
九
州
セ
ン
ト
ラ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
と

し
、
内
外
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、

2
0
2
3
年
に
開
業
す
る
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

が
鍵
に
な
る
。

わ
が
国
初
の
滞
在
型
ゲ
ー
ト
ラ
ウ
ン
ジ

二
次
交
通
の
拡
充
で
九
州
観
光
の
拠
点
に

　

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
は
、
国
内
線
・
国
際

線
の
一
体
型
で
、
滞
在
型
ゲ
ー
ト
ラ
ウ
ン
ジ
を

用
意
す
る
。
滞
在
型
ゲ
ー
ト
ラ
ウ
ン
ジ
と
は
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、
保
安
検
査
後
の
航
空
機
搭
乗

前
に
、
食
事
や
買
い
物
を
楽
し
め
る
よ
う
な
商

業
ゾ
ー
ン
を
配
し
、
一
般
的
な
空
港
よ
り
も
保

安
エ
リ
ア
内
の
滞
在
面
積
を
ラ
ウ
ン
ジ
型
に
大

き
く
配
置
し
た
も
の
だ
。
同
時
に
、
国
土
交
通

省
が
推
進
す
る
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ベ
ル※

を
実
現
す

る
た
め
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
、
複
数
人
が

検
査
準
備
を
行
え
る
ス
マ
ー
ト
レ
ー
ン
な
ど
を

導
入
し
て
い
く
。
K
K
I
A
C
は
、
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
完
成
後
に
国
際
線
就
航
路
線
数
を
、

現
在
の
4
路
線
か
ら
11
路
線
に
増
や
し
、
約
30

年
後
の
2
0
5
1
年
度
に
は
17
路
線
に
伸
ば
し

た
い
と
し
て
い
る
。
久
一
氏
は
「
熊
本
は
熊
本
城

に
阿
蘇
山
、
黒
川
温
泉
と
観
光
資
源
も
豊
富
だ
。

地
理
的
に
九
州
の
中
央
に
位
置
し
、
九
州
観
光
の

目
的
地
か
つ
拠
点
と
し
て
の
潜
在
可
能
性
は
高
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世
界
の
リ
ゾ
ー
ト
を

空
港
か
ら
つ
く
る

下
地
島
空
港
―
三
菱
地
所

に
は
国
内
線
の
成
田
便
（
1

日
1
往
復※

）、
関
西
便
（
週
4

往
復※

）
が
就
航
。
国
際
線
は

香
港
便
（
週
3
往
復※

）
が
就

航
し
た
。
国
内
定
期
便
は
25

年
ぶ
り
、
国
際
線
は
初
就
航

だ
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
下

地
島
空
港
は
、
長
ら
く
パ
イ

ロ
ッ
ト
養
成
空
港
だ
っ
た
か

ら
だ
。
空
港
は
あ
る
も
の
の
、

の
ど
か
な
ま
ま
だ
っ
た
下
地

島
・
伊
良
部
島
が
変
わ
り
始

め
た
の
は
、
2
0
0
0
年
に

両
島
を
結
ぶ
伊
良
部
大
橋
の

架
橋
が
決
定
し
て
か
ら
。
加

え
て
2
0
1
0
年
以
降
、
下

地
島
空
港
の
訓
練
か
ら
航
空
会
社
が
相
次
ぎ
撤

退
し
て
か
ら
だ
。
2
0
1
4
年
、
沖
縄
県
は
下

地
島
空
港
の
利
活
用
案
を
募
集
。
空
港
事
業
を

検
討
し
て
い
た
三
菱
地
所
は
募
集
に
応
じ
た
。

訓
練
飛
行
場
か
ら

リ
ゾ
ー
ト
の
空
港
へ

　

2
0
1
4
年
に
県
へ
の
提
案
に
臨
ん
だ
平
野
敦

士
・
S
A
M
C
O
常
務
取
締
役
は
、「
当
初
は
プ

খנ෪Λͨ͠։์తͳνΣοΫΠϯϩϏʔ

˞εέδϡʔϧ 2019 年 9月現在

の
伏
流
水
に
よ
り
、
良
質
な
淡
水
資
源
を
使
う

こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の
美
し
い
水
に
着
目
し
た

あ
る
飲
料
会
社
は
、
ビ
ー
ル
と
清
涼
飲
料
を
生

産
す
る
業
界
初
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
工
場
を
熊
本

県
に
開
設
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
場
に
は
、

一
時
的
に
東
京
本
社
か
ら
人
員
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
た
め
、
商
用
客
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
V
F
R
と
呼
ば
れ
る
友
人
・
親
戚
を
訪
ね

て
く
る
人
も
多
い
。
熊
本
空
港
で
は
以
前
か
ら
、

V
F
R
が
増
え
る
お
盆
時
期
に
、
地
元
の
お
土

産
な
ど
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
K
K
I
A
C
の
新
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
も
、
V
F
R
を
送
迎
す
る
地
元
の
人
が
楽
し

め
る
よ
う
、
地
域
に
開
か
れ
た
商
業
エ
リ
ア
や
、

屋
外
に
は
地
域
に
開
か
れ
た
に
ぎ
わ
い
の
広
場

を
整
備
す
る
予
定
だ
。

　

そ
し
て
、
地
元
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
は
、
災
害
に
強
い
空
港
で
あ
る
こ
と
だ
。
熊
本

空
港
の
現
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
、
熊
本
地
震
の

際
、
一
部
損
壊
や
電
源
供
給
の
問
題
か
ら
一
時

閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、

K
K
I
A
C
は
新
た
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
開
発
に

J3๛ංઢͱѨો͘·ͱۭߓΛ͙ܨమಓ৽ઢͷΠϝʔδ
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リ
ゾ
ー
ト
地
な
ら
で
は

開
放
的
な
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

　

沖
縄
県
の
離
島
・
宮
古
島
か
ら
約
3
㎞
沖
の
下

地
島
に
あ
る
下
地
島
空
港
は
、
リ
ゾ
ー
ト
地
ら
し

い
空
港
だ
。
到
着
し
た
旅
客
は
駐
機
場
を
歩
い
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
入
る
。
手
荷
物
受
取
所
を
抜

け
れ
ば
、
木
造
の
屋
根
裏
が
見
え
る
開
放
的
な

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ロ
ビ
ー
だ
。「
み
や
こ
下
地
島
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
リ
ゾ
ー
ト
な
ら
で
は
風
格
を

持
つ
。

　

今
年
3
月
末
に
三
菱
地
所
が
開
発
・
開
業
し
た

「
み
や
こ
下
地
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
、
R
C

造
＋
C
L
T
造
・
地
下
1
階
地
上
2
階
建
て
（
旅

客
エ
リ
ア
は
平
屋
）、
延
床
面
積
1
万
2
0
2
7

㎡
の
規
模
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
運
営
は
、
三
菱

地
所
、
國
場
組
、
双
日
が
出
資
し
た
「
下
地
島

エ
ア
ポ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
」（
以
下
、

S
A
M
C
O
）
が
担
う
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
開
業
以
来
、
下
地
島
空
港

あ
た
っ
て
、
た
び
重
な
る
地
震
に
対
し
て
も
構

造
が
損
傷
し
な
い
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
余
裕
・

冗
長
性
）の
あ
る
建
物
構
造
を
採
用
す
る
。電
源
、

上
下
水
道
、
通
信
を
一
定
期
間
供
給
で
き
る
よ

う
な
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
す
る
。
久
一
氏
は
、「
世

界
の
玄
関
口
で
あ
る
空
港
機
能
の
維
持
は
、
最

重
要
だ
。
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
強
靭
な
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
造
り
た
い
」
と
意
気
込
む
。
熊
本

空
港
は
、
新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
と
も
に
、

創
造
的
復
興
が
始
ま
る
。
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ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
を
メ
イ
ン
に

提
案
し
て
い
た
」
と
い
う
。
同
空
港
に
は
競
合
す

る
空
港
と
し
て
、
宮
古
島
の
宮
古
空
港
や
、
同
じ

八
重
山
諸
島
の
石
垣
国
際
空
港
と
い
っ
た
空
港
が

あ
り
、
需
要
予
測
が
立
て
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
県
や
地
元
の
宮
古
諸
島
へ
の
国
際
線
機

能
導
入
意
向
を
受
け
て
、
三
菱
地
所
は
本
格
的
な

市
場
調
査
を
実
施
。「
下
地
島
空
港
と
宮
古
島
が

橋
で
繋
が
る
こ
と
で
、
国
際
線
の
需
要
も
見
込
め

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
」（
平
野
氏
）。
参
考
に

し
た
の
は
、
2
0
1
3
年
に
大
型
旅
客
機
が
離
発

着
で
き
る
新
石
垣
空
港
が
開
港
し
た
石
垣
島
だ
。

新
空
港
に
は
、
国
内
線
・
国
際
線
が
新
た
に
就
航

し
、
乗
降
客
数
は
2
0
1
3
年
以
前
の
ピ
ー
ク
の

約
1
・
5
倍
に
伸
び
た
。
平
野
氏
は
、「
石
垣
島

は
新
空
港
に
よ
っ
て
潜
在
的
な
観
光
需
要
の
掘

り
起
こ
し
に
成
功
し
た
格
好
だ
。
宮
古
島
で
も
、

下
地
島
空
港
に
国
際
線
を
誘
致
で
き
れ
ば
、
新

た
な
需
要
―
世
界
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
め
る

と
判
断
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

三
菱
地
所
は
2
0
1
5
年
末
、「
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
新
設
し
て
、
国
内
線
・
国
際
線
を
誘
致
す

る
」
と
い
う
提
案
を
県
に
提
出
し
た
。
乗
降
客
数

を
2
0
2
1
年
に
30
万
人
、
2
0
2
5
年
に
50
万

人
に
す
る
と
い
う
目
標
も
打
ち
出
し
た
。
現
在
の

宮
古
空
港
の
乗
降
客
数
は
約
1
7
6
万
人
。
平
野

氏
は
、「
新
石
垣
空
港
の
年
間
約
2
5
0
万
人
に

は
遠
い
。
し
か
し
、
下
地
島
空
港
と
宮
古
空
港
が

さ
は
都
会
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
並
み
だ
。
物

販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
宮
古
島
の
泡
盛
、
地
元
作

家
の
工
芸
品
、
美
し
い
包
装
の
宮
古
島
特
産
の

蜂
蜜
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地

元
の
生
産
者
と
、
S
A
M
C
O
の
物
販
担
当
者

が
直
接
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
販
売
し
て
い
る

商
品
だ
。

　

S
A
M
C
O
は
、
将
来
、
定
期
便
が
増
加
し

た
場
合
に
懸
念
さ
れ
る
観
光
公
害
に
も
目
を
配

る
。
宮
古
島
の
ビ
ー
チ
清
掃
や
、
渡
り
鳥
サ
シ

バ
の
止
ま
り
木
の
保
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

み
や
こ
下
地
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
保
安

検
査
後
の
出
発
ロ
ビ
ー
を
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
の

よ
う
に
広
く
取
り
、
中
庭
の
テ
ラ
ス
で
休
め
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
観
光
客
が
飛
行
機
に
乗
る

直
前
ま
で
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
に
配
慮

し
た
。
平
野
氏
は
、「
み
や
こ
下
地
島
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
通
じ
て
、
宮
古
島
の
魅
力
を
世
界
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

互
い
に
乗
降
客
数
を
伸
ば
せ
れ
ば
、
宮
古
島
の

観
光
客
数
は
石
垣
島
に
並
ぶ
。
そ
れ
を
目
指
し
た

い
」
と
い
う
。
下
地
島
空
港
で
年
間
50
万
人
を
達

成
す
る
に
は
、
1
日
10
数
便
以
上
の
定
期
便
が

求
め
ら
れ
る
。
開
業
後
、
下
地
島
空
港
に
は
早

速
1
日
4
～
6
便
が
就
航
し
て
い
る
が
、
路
線

誘
致
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。
S
A
M
C
O

は
、
沖
縄
県
、
沖
縄
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
宮
古
島
市
な
ど
地
域
一
体
と
な
っ

て
航
空
会
社
に
働
き
か
け
て
い
る
。
着
目
す
る

の
は
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
L
C
C
だ
。
平
野

氏
は
「
L
C
C
は
、
個
人
旅
行
者
の
需
要
を
取

り
込
ん
で
成
長
し
て
い
る
。
個
人
旅
行
者
は
こ

れ
ま
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
か
っ
た
魅
力
な
ど

を
S
N
S
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
傾
向
が
強
く
、

新
規
の
需
要
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
L
C
C
の
低
価
格
運
賃
を
背
景
に
、
リ
ピ
ー

ト
客
も
増
え
て
い
く
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
新

規
就
航
を
左
右
す
る
の
は
年
間
を
通
し
た
個
人

旅
行
者
の
需
要
だ
か
ら
だ
。
下
地
島
空
港
は
、

レ
ン
タ
カ
ー
事
務
所
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
あ
り
、

宮
古
島
中
心
部
ま
で
30
分
と
利
便
性
が
高
い
。

平
野
氏
は
、「
観
光
客
に
と
っ
て
、
移
動
時
間
の

短
さ
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。
宮
古
島
は
ま
だ
ま

だ
新
た
な
需
要
を
十
分
取
り
込
め
る
」
と
力
を

込
め
る
。

島
の
文
化
・
自
然
に
貢
献
す
る

　

下
地
島
空
港
の
空
港
運
営
自
体
は
県
が
行
っ

て
い
る
た
め
、
S
A
M
C
O
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
を
使
用
す
る
航
空
会
社
の
使
用
料
と
、
直
営

す
る
飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー
の
売
上
げ
で
収
益

を
上
げ
て
い
る
。
直
営
の
飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー

は
、
宮
古
諸
島
の
文
化
を
取
り
入
れ
、
品
の
良
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 設備ࢿのଅਐʹΑる
� ྗڧԽʹෆՄܽな重ཁ੫੍
１． 長期保有土地等に係る事業用資産の買換

え特例の延長・拡充

� Ε重点ཁ߲ݶظ

１． 新築住宅に係る固定資産税の軽減特例の
延長

２． 居住用財産の買換え・売却に伴う特例の延
長

� を先औするັྗతな࣌
� ·ͪͮ͘り・都࠶ࢢੜのਪਐ੫੍
１． 国家戦略特区に係る特例の延長・拡充
２． 都市のコンパクト化推進やスポンジ化対

策のための支援措置の延長・創設
３． 都市の防災性能向上や物流効率化の実現

に向けた支援措置の延長・創設
４． 都市の競争力を高める「居心地が良く歩き

たくなるまちなか」形成に資する支援措置
の創設

５． 外国人旅行者向け消費税免税制度の拡充
６． 観光・芸術文化・スポーツ等の施設整備に

対する支援措置の創設

７． 都市・地方の活性化を図り地方創生を推進
するための支援措置の創設

８．働き方改革を実現するための支援措置の創設

� ๛͔なॅੜ׆を࣮ݱするͨΊの
� ੫੍
１． 新築住宅に係る固定資産税の軽減特例の延

長 （再掲）
２． 居住用財産の買換え・売却に伴う特例の延長 
（再掲）

３． 住宅の登録免許税の特例の延長
４． 住宅及び住宅用土地の取得に係る不動産取

得税の特例の延長
５． 住宅の買取再販に係る特例の延長
６． 長期優良住宅に係る特例の延長
７． 認定低炭素住宅に係る特例の延長
８． 老朽化マンションの建替え等の促進に係る

特例の延長・拡充等
９． 耐震、省エネ、バリアフリー、長期優良リ

フォームに係る特例の延長
10． 多様化する住宅ニーズに対応した「住まい

の循環」を実現する税制
11． 住宅取得に対する安定的な負担軽減

� ෆಈࣄ࢈業のਪਐʹ
� ෆՄܽな੫੍
１． 不動産売買契約書の印紙税の特例の延長
２． 個人の優良長期譲渡所得の軽減税率特例の

延長
３． 法人等の土地譲渡益重課の課税停止期間の

延長
４． 所有者不明土地問題に対する税制上の支援

措置の創設
５． 大規模複合用途型建物における固定資産税

減免措置等の弾力的運用
６． 法人課税について立地競争力の観点から総

合的に負担軽減
７． 不動産に係る多重課税の排除
８． 国際課税の諸課題への対応

Ұൠࣾஂ๏ਓ　ෆಈڠ࢈ձ
����  � ௨ר ��� ߸ �
ձڠ࢈ਓ　ʢҰࣾʣෆಈߦൃ
˟ ��������　東京都ઍా۠բが関 �����　բが関ビϧ��֊
5FM�������������　'BY��������������
IUUQ���XXX�GEL�PS�KQ
ฤूਓ　ෆಈڠ࢈ձใҕһձ
�ྗڠը・ฤूا 経済研究ॴ࢈ձࣾෆಈࣜג
� ձࣾγϚ・ίーϙϨーγϣンࣜג
ϨΠΞト・σβΠンࣜג��ձࣾλクトσβΠンࣄॴ
ҹࡾ　ඒҹࣜגձࣾ

 

 

ෆಈڠ࢈ձの׆ಈه

ྩ̎੫੍վਖ਼ཁ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ
Ⅳ

Ⅴ

（要望の全文は協会HP「http://www.fdk.or.jp/f_suggestion/zeisei.html」でご覧いただくことができます。）

不動産協会では、9月13日に開催した理事会において
「令和2年度税制改正要望」を決定しました。主な要望は次の通りです。



完成間近の「新国立競技場」。

「東京オリンピック・パラリンピック」のメイン会場となる。

懸案は暑さ対策だが、観客席を覆う大屋根が設置され、

屋根のつけ根の「大庇（おおびさし）」が外部から観客席へ風を呼び込む。

風のないときには「気流創出ファン」が補助的に風を創り出す。

JSC提供／ 2019 年 9月現在




